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※表紙・大扉カット=東木津遺跡堀井地区出土琴柱形木製品より
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高岡市域における遺跡については、丘陵・台地部において、糸電文集落跡、古墳群、

城郭跡が多く、古代には越中国府が置かれていたことが知られています。平野部では、

初期農耕文化以降の集落遺跡が多く分布しています。近年では、丘陵部での新たな古

墳群の確認、平野部での古代の集落遺跡の確認が続いています。そして、これら多く

の遣跡が高岡市固有の風土や郷土文化を形作る一部となっています。

今回ここに報告しますのは、様々な開発行為に伴い実施した4箇所の遺跡、出来田

南遺跡、岩坪岡田島遺跡、東木津遺跡、入定塚遺跡の発掘調査の内容と、その他の遺

跡で実施した試掘調査の結果です。

出来田南遺跡は、庄川流域に面した微高地上に立地した遺跡で、掘立柱建物l■が検

出され、古代の集落遺跡であることが確認されました。

岩坪岡田島遺跡は、古代の東大寺領荘園の須加荘の比定地付近にある遺跡として知

られてきました。この度の調査により、中世の遺構・遺物が検出されました。

東木津遺跡は、近年周辺の調査が多く行なわれ、弥生時代から奈良・平安時代にか

けて営まれた集落跡であることが知られています。今回の調査では、古代の祭祀に伴

う遺物が多く出土し、掘立柱建物址が検出されました。

入定塚遺跡は、高岡市街地北東側の台地縁辺部に位置する塚を中心とする遺跡です。

地元では古くから伝承がある塚として知られています。今回は塚周辺地での調査を実

施しました。

最後になりましたが、今回の調査実施にご協力頂きました、関係各位、地元の皆様

に厚 く御礼申しあげます。

平成12年 3月

高岡市教育委員会

教育長 細呂木 六良
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例  言            1.本 書は、富山県高岡市において平成11年度に実施した、埋蔵文化財発掘調査

の概要報告書である。

2。 当調査は、開発工事 t.こ伴い実施した、本調査・試掘調査である。

3。 当調査は、平成11年度国庫補助金の交付を受けて、高岡市教育委員会文化財

課が実施した。

4.本調査は、 1遺跡 (入定塚遺跡)2箇所 (2つの調査地区)である。

5。 試掘調査は、 9遺跡17箇所である。

6.調査関係者は以下のとおりである。

文化財課長 :宮村勝博

課長補佐 :大石 茂

[埋蔵文化財担当]

石浦正雄 (主幹)

山口辰― (主査 )

根津明義 (文化財保護主事)

荒井 隆 (文化財保護主事)

太田浩司 (文化財保護主事)

7.本書における遺構番号は次のとおりである。

SA―柵址、SB―掘立柱建物址、SD―溝、SE―井戸址、SK―土坑

SX―その他の遺構

8,本書における遺物番号は次のとおりである。

1001～ 1014番 :出来日南遺跡、上器類

2001～2048番 :岩坪岡田島遺跡、土器類

3001～ 3113番 :東木津遺跡堀井地区、土器類

4001～ 4062呑

5001～ 5028呑

6001～6008番

7001～7099番

8001～8013番

東木津遺跡セーブオン地区、土器類

凍木津遺跡チックタック地区、土器類

石塚江之戸遺跡、土器類

東木津遺跡堀井地区、木製品

各遺跡・各地区、土製品・銅製品。石製品

9。 現地調査及び報告書作成において、以下の各氏より、御教示・御援助を得

た。

牛島茂、岡本淳一郎、久々忠義、小島俊彰、斎藤隆、杉本和樹、竹花宏之

舘野和己、中村一郎、西井龍儀、橋本正春、宮田進一、山下信一郎

山本正敏、吉川聡、渡辺晃宏 (順不同、敬称略)

10。 本書においては、本調査地区と主要な試掘調査地区である3遺跡 9箇所につ

いて比較的詳細に報告し、他の7遺跡8箇所を簡1潔にした。

11.本書の執筆は、荒井が担当した。
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1.出来田南遺跡

出来田南遺跡

第 1図 出来田南遺跡位置図 [1](1/15万 )
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序 説

遺跡概観

当「出来田南遺跡」は、高岡市街地の南東郊、 JR高岡駅の南東約 7 kmに位置する。高岡間屋センターの

東側、出来田集落の南西側にあたる。遺跡範囲の北側に諏訪神社があり、出来田集落の南西狽J、 下伏間江集

落の北西側に位置する。北西側には地久子川が流れ、東側には庄川が北東方向に流れる。遺跡周辺は庄川に

向かって低 く落ち込む地形で、標高約8.5mを計る沖積低地となっている。

当遺跡の西側一帯は高岡問屋センターの団地となっている。昭和45年にはこの団地の整地工事中に縄文土

器・土師器・須恵器等が出土し、この高岡問屋センター遣跡が確認された。付近では、昭和21年 に弥生土器

等の出土により確認された赤祖父角田遺跡もある。平成 2年度に当市教育委員会は当地区一帯で遺跡分布調

査を実施した。これにより当出来田南遺跡とここより北側に位置する井日本江遺跡を把握するに至った。宅

地造成等があまり進んでいない所であつたので、確認できたものである。これらの 4つの追跡は近接してお

り、本来同一の遺跡の可能性がある。遺跡の範囲は南北170m×東西130mを計る。

調査に至る経緯

平成11年 3月 に施主より問い合わせがあり、当該地の住宅建設計画を知った。地主である南与三次氏、施

主の大和ハウスエ業株式会社との協議の結果、同年4月 より試掘調査を実施することで合意した。調査地区

は遺跡の中央部東側、諏訪神社の南側、高岡問屋センターの東側に位置する。

調査経過

調査は、平成11年 4月 21日 から同年 4月 23日 まで実施した。表土の除去はバックフォーで行い、場内に積

み上げた。調査地区に2本の試掘坑 (第 1・ 2ト レンチ)を設定したところ、第 1ト レンチの北東側で柱穴

を検出したため付近を一部拡張した。今回は確認調査のため、遺構の掘り下げは行っていない。また、公共

座標は設定せず、任意の測量である。調査対象面積は1,166ポ、発掘した面積は270ドである。

第 3図  出来田南遺跡
と関連遺跡位置図

(1/2万 5千 )

11.出来田南遺跡

12.井 日本江遺跡

13.赤祖父角田遺跡

14.高岡問屋センター

遺跡

15.赤祖父羽座間遺跡

16.HS-02遺 跡
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第 4図  出来田南遺跡大和ハウス地区位置図 (1/5,000)

基本層序

厚さ20cmの 表土(耕作土)の下に、黄掲色砂質土からなる地山土が現れる。一部、黒褐色土の遺物包含層が

現れるが、調査区全体に拡がるものではない。戦後の区画整理により調査地区周辺は削平を受け、比較的地

山土は水平に拡がり、東側の水田面と比高差を持って臨む。

検出遺構

検出遺構は以下の通りである。

掘立柱建物l■ l棟 (S B01)

溝 7条 (S D01～ 07)

出土遺物

出土遺物は以下の通りである。

土器類 :土師器、須恵器、越中瀬戸、肥前

土製品 :土錘
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Ⅱ 遺 構

lB掘立柱建物l■

掘立柱建物l■ S B01

調査地区第 1ト レンチの東側で検出された総柱の掘立柱建物址である。規模は南北 2間 (3.60m)な いし

3間以上×東西 2間 (4.80m)で ある。建物の方位は南北棟とすれば、真北に対して約 7度東に偏つている。

掘 り方は方形で、一辺が0。7～ 1.3mを計る。掘 り方の埋土を若干掘 り下げて、柱の痕跡の検出を行った。可

能性のある部分をさらに掘り下
'デ

たが、切断調査を行っていないこともあり、確実ではない。出土遺物は、

土師器、須恵器、土錘である。図示した遺物は図面 1-1002・ 1007・ 1009～ 1011・ 1014である。

2.清

清 S D01

調査地区第 1ト レンチの西側で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ2.4m以上、幅

1.0～ 1.4mを計る。北東側、南西側は調査地区外へ延びる。出土遺物は土師器、須恵器である。

搾ξS D02

調査地区第 1ト レンチの西側で検出された。北東～南西方向に走る溝である。 規模は長さ2.2m以上、幅

0.5～ 0。 6mを計る。北東側、南西側は調査地区タトヘ延びるが、南西側の延長部分は第 2ト レンチで確認でき

なかった。S D01と ほぼ並行に走ると思われる。

沖ξS D03

調査地区第 1・ 2ト レンチの東側で検出された。ほぼ南北に走る溝である。規模は長さ■.6m以上、幅2.8

～3,41nを計る。第 1・ 2ト レンチの検出面が、延長線上に確認されたため 1本の溝とした。北東側、南側

は調査地区外へ延びる。出土遺物は土師器、須恵器で、図示した遺物は図面 1-1004である。

滓ξS D04

調査地区第 1ト レンチの東側で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。規模は長さ2.2m以上、

幅0.2mを 計る。北東側は調査地区外へ延びる。出土遺物は須恵器である。

洋ξS D05

調査地区第 2ト レンチの東側で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。規模は長さ2.Om以上、

幅 0。 9～ 1.3mを計る。南西側は調査地区外へ延びる。

浮ξS D06

調査地区第 2ト レンチの東側、拡張部分で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。規模は長さ

4.2m以上、幅 0。 3～ 0.4mを計る。南西側は調査地区外へ延びる。

洋ξS D07

調査地区第 1・ 2ト レンチの東側で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ13.lm以上、

幅0,9～ 1.Omを計る。北東側、南西側は調査地区外へ延びる。

-5-
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Ⅲ 遺  物

1.土器類

須恵器

杯A 図面 1-1001。 高台の付かない杯の底部である。

杯B 図面 1-1002～ 1006。 高台の付く杯の底部である。

杯口縁部 図面 1-1007～ 1010。 杯の口縁部片である。

杯蓋天丼部 図面 1-10■ 。1012。 杯蓋の天丼部である。1011は、つまみの痕跡が僅かに確認できる。

杯蓋口縁部 図面 1-1013,1014。 杯蓋の口縁部である。日端部は下方へ短く屈曲するものである。

2.土製品

土錘

掘立柱建物l■ S B01よ り出土している。細片のため図示していない。

第 6図 出来田南遺跡大和ハウス地区掘立柱建物llL S B 01実測図 (1/80)
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Ⅳ 結 三五
H日

当「出来田南遺跡」は、平成 2年度の分布調査で確認された遺跡である。今回の調査が当遺跡では初めて

の発掘調査である。

現在当遺跡の東側を庄川が北北東へ流れている。これは、寛文10(1670)年 ～正徳 4(1714)年 にかけて

実施された加賀藩による河川改修と、流路の固定化によるものである。それまでの庄川の本流は、当遺跡の

西側約2.5kmの所を流れる千保川筋であった。一方、当遺跡の北西側には、地久子川が、南西から北東方向

に流れている。

当遺跡の周辺には、井日本江遺跡・赤祖父角田遺跡・高岡問屋センター遺跡がある。これらの遺跡は本来

同一の遺跡である可能性が強く、現在、高岡問屋センターとなっている地区及び周辺一帯に拡がつている大

規模遺跡と理解される。さらに高岡間屋センターの北西側に位置する赤祖父羽座間遺跡を加えてもよいかも

しれない。時期的には弥生時代中期以降、奈良・平安時代に至る遺跡である。地形的には、標高 8～ 9mの

微高地に立地しているものである。当地区の南西側には、HS-02遺跡が東西に長く拡がっているが、この

遺跡は、発掘調査の結果からは、遺構が検出されず低湿地であったことが伺われる。

当遺跡地帯は、古代の射水郡に置かれた東大寺領の 4つの荘園の内、鹿田荘や鳴戸荘の比定地に近いもの

である。以前の研究では、鹿田荘を当遺跡群付近に当てる説があつた。最近の研究では、鳴戸荘を地久子川

流域にあて、当遺跡群付近に推定する説がある。

今回の調査では、掘立柱建物l■ 1棟、溝 7条が検出された。掘立柱建物l■ S B01は、総柱の建物l■であり、

倉庫l■ と言える。北側を検出することができなかったが、さらに北側へ延び、南北棟の建物l■ と推定 してい

る。この場合、桁行は 3間乃至これ以上ということになるが、桁行 3間で梁行 2間の建物l■ とするの力訓頂当

と思える。設計尺は柱間寸法が、桁行 6尺 (1.8m)、 梁行 8尺 (2.4m)と 言える。掘 り方は、方形を基本

形とするもので、その後の建て替え等により、やや不整な形になったと理解している。出土遺物等のことも

考慮するに、奈良時代の建物址と考えている。

今回は、正式に測量のための公共座標を設定して実測したわけではなく、現地で任意に測量した図を高岡

市発行の2千 5百分の 1の都市計画図に当てはめて方位を割 り出した。このため正確ではないものの、この

建物址がほぼ棟筋を南北にとりつつも、やや東側に偏るものであることが半」明している。単に地形に合わせ

たというよりも、当地にこのような計画案や地割りのようなものがあった可能性がある。
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2.岩坪岡田島遺跡

第 7図 岩坪岡田島遺跡位置図 [1](1/15万 )
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説序

遺跡概観

当「岩坪岡田島遺跡」は、高岡市街地の北西郊、JR高岡駅の北西約4.6kmに位置する。岩坪集落の北側、

岩坪工業団地の南西側に位置する。遺跡の東側を小矢部川が蛇行しながら北流し、北側から西側一帯には西

山丘陵が拡がる。古代の北陸道はこの丘陵の山麓を通り伏木の越中国府方向へ走る。近世以降は場所を変え

ながら山根道となり、小矢部川周辺を通る氷見街道とともに脇街道として利用された。当遺跡はこの小矢部

川の形成した低湿地と標高 9～ 10mの微高地上に立地している。当遺跡は能越自動車道建設に伴う、平成10

年度の分布調査・試掘調査により埋蔵文化財包蔵地が確認され「岩坪岡田島遺跡」と命名されたものであ

る。

周辺の遺跡として、北西側丘陵腹部に横穴墓20基が確認された頭川城ケ平横穴墓群がある。頭川川を隔て

た西側には弥生時代～中世にかけて営まれた間尽遺跡が拡がり、この背後の丘陵上には、安居山古墳群 。四

十九古墳群等が位置している。また当遺跡付近から北東約 2 kmにある須田藤の木遺跡にかけての一帯は、古

代の東大寺領荘園「須加荘」の比定地である。遺跡の範囲は、南北730m×東西480mを計る。

衛‖嵐》
′
、ヽ ″

第 9図 岩坪岡田島遺跡調査地区位置図 (1/5,000)
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遺跡発見の経緯

能越自動車道高岡 IC～高岡北 IC間の建設計画地内に係る埋蔵文化財の範囲、内容を確認するため、平

成10年 3月 に富山県教育委員会を主体に分布調査を実施した。その結果、当該地域を含む計画線内に3箇所

の埋蔵文化財包蔵地を確認した。その後、協議の結果、包蔵地周辺の範囲確認のための試掘調査が計画され

た。同年11月 ～12月 にかけて、 (財)富山県文化財振興財団埋蔵文化財調査事務所による試掘調査が実施さ

れた。調査の結果、手洗野赤浦遺跡、岩坪岡田島遺跡が確認され、包蔵地の変更内容が提示された。

調査に至る経緯

平成10年度に能越自動車道建設にかかる住宅移転の代替地造成について市能越自動車道対策課より照会が

あり、上記の調査の結果から当該地が埋蔵文化財包蔵地に当たることを回答した。その後、協議を行った結

果、平成11年 5月 より調査を実施することで合意した。調査地区は 5地区に分かれ、北東側より南西側へ向

かって釜土地区、山口地区、岡崎 1地区、岡元地区、岡崎 2地区とした。今回は岩坪岡田島遺跡として全体

をまとめて報告した。主要地方道小矢部・伏木港線の岩坪北交差点の北西側一帯に拡がる。岩坪工業団地の

南西側、岩坪集落の北西側に位置する。

調査経過

発掘調査は全体として平成11年 5月 10日 から同年 7月 19日 まで実施した。当初は試掘調査として実施した

が、遺跡の内容把握のため可能な限り遺構の検出に努め、調査地区を設定した。調査地区の設定は釜土地区

から開始し、順次西側へ向かって着手した。表土除去はバックフォーで行い、調査地区内に積み上げた。そ

の後、遺構の検出、確認、記録の作成を順次行つた。また、大規模な遺構は部分的に掘り下げ、規模と内容

の確認を行った。その他の遺構は検出面での確認に止め、掘り下
'デ

は行なっていない。調査対象面積は全体

で4,086ポ で、発掘面積は1,620♂である。

各調査地区の概要

各調査地区の概要は以下の通りである。

釜土地区

発掘調査は平成11年 5月 10日 から同年 7月 14日 まで実施した。南東側の山口地区との位置関係から調査対

象範囲の南側に調査地区を設定した。調査地区の西側は一段高くなっており、元来東側へ落ち込む地形を区

画整理の際に削平しているものと思われる。遺構のうち、溝 S D01については試掘坑を 1箇所設定し規模を

確認した。調査地区西側は鉄津が集中的に出土している。調査対象面積は1,037♂、発掘を実施したのは330

♂である。

山口地区

発掘調査は平成11年 5月 11日 から同年 7月 9日 まで実施した。調査地区は台地の縁辺部に当たる。南西側

の岡崎 1地区から一段低くなり、削平を受けている。検出遺構のうち、溝 S D01は釜土地区から連続するこ

とが分かり、試掘坑を2箇所 (試掘坑 1・ 2)設定して規模を確認した。北東側は急激に落ち込む地形とな

っている。調査対象面積は917♂、発掘を実施したのは310♂である。

岡崎 1地区

発掘調査は平成11年 5月 13日 から同年 7月 16日 まで実施した。地形は北西側の釜土地区、山口地区から比

高差をもって一段高くなっている。掘削の当初、調査範囲の北西側は旧道路跡やカクランがあったため、南

西側に調査地区を設定した。調査地区の南半部は区画整理の際に削平を受けており、遺構は確認できなかっ

た。調査対象面積は736ポ、発掘を実施したのは400ポである。

-12-



岡元地区

発掘調査は平成■年 5月 18日 から同年 7月 19日 まで実施した。調査地区内は区画整理に伴い地山面まで削

平されており、表土下の整地層はわずかに認められる。遺跡範囲の確認のため、調査地区の設定は対象範囲

の耳ヒ寄りに行なった。調査対象面積は1,002ぽ 、発掘を実施したのは380♂である。

岡崎 2地区

発掘調査は平成11年 5月 18日 から同年 7月 19日 まで実施した。平成10年度の (財)富山県文化財振興財団

埋蔵文化財調査事務所による試掘調査では、付近に柱穴と思われる土坑と溝が検出されており、今回の調査

地区でも遺構 ,遺物の存在が想定された。調査地区は可能な限り南寄りに設定した。調査対象面積は394♂、

発掘を実施したのは200ぽである。

基本層序

厚さ20cmの表土 (耕作土)の下に、厚さ5～ 60cmの 地山土と黒褐色土乃至茶褐色土の混土層が見られる。

調査地区全体に渡って見られ、区画整理の整地層と思われる。調査地区周辺は区画整理に伴つて削平、盛土

が行なわれている。この下に地山土として粘性の強い黄褐色粘質土、灰白色粘質土が拡がる。遺物は、主に

この整地層と地山直上より出土している。

検出遺構

各調査地区で検出した遺構は以下の通りである。

釜土地区 :土坑 2基 (S K01・ 02)、 溝 3条 (S D01～ 03)

山口地区 :土坑 3基 (S K03～ 05)、 溝 4条 (S D01・ 02・ 04・ 05)

岡崎 1地区 :井戸址 2基 (S E01・ 02)、 土坑 3基 (S K06～ 08)

岡元地区 :土坑 7基 (S K09～ 15)、 溝 3条 (S D06～ 08)

岡崎 2地区 :土坑 1基 (S K16)、 溝 4条 (S D09～ 12)

出土遺物

各調査地区の出土遺物は以下の通りである。

釜土地区

土器類 :土師器、須恵器、珠洲、白磁、青磁、越中瀬戸、肥前

その他 :土錘、輔の羽口、鉄津、銅銭 (元豊通宝)

山口地区

土器類 :土師器、須恵器、珠洲、白磁、青磁、越中瀬戸

その他 :端の羽日、鉄津、砥石

岡崎 1地区

土器類 :土師器、須恵器、珠洲、青磁、越中瀬戸

その他 :土錘、鉄津、銅銭 (元豊通宝)、 箸 (木製)

岡元地区

土器類 :土師器、須恵器、珠洲、白磁、青磁、越中瀬戸、肥前

その他 :輪の羽口、鉄津

岡崎 2地区

土器類 :土師器、須恵器、珠洲、白磁、越中瀬戸、肥前

その他 :鉄津、砥石
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ブリッド

調査地区のグリツドは平面直角座標系の第7座標系 (原点は北緯

“

P0040∝ 、東経laF 10イ 00″ )に

合わせた.6東西をxl軌とし、首北をIY軸とした。グリンドの南茜fHllの数値がそのグリンドを表するIX=1ヽ

Y■ 1の地点は、原点より西へ17.135km、 北本螂 お臨へ向かった位置である。この地点を基準|に各調査地

区全体のグリッドを設定した。を調査地区の遣構珊のメンシエは5m区画のものを使用した.。 各調査地区の

グリンドは全体図として、第10図に図示した。

第10図 !岩坪田田島遺跡調査地区全体図 (1/80ω

市
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Ⅱ 遺  構

1日 釜土地区

土坑 S KO司

調査地区の (17・ 18,22)区で検出された。平面形は楕円形を呈する。規模は長軸1.lm以上、短軸0。9m

を計る。南西側はS D01に切られている。西側は調査地区外へ拡がる。出土遺物は土師器、珠洲である。図

示した遺物は図面 3-2036で ある。

■」克S K02

調査地区は (19・ 20,21・ 22)区 で検出された。平面形は楕円形を呈する。 規模は長軸3,4m以上、短軸

上8mを計る。南側をS D01、 北側をS D02に切られている。東側は調査地区外に拡がる。この周辺では鉄淳

が集中的に出土している。出土遺物は土師器、珠洲、鉄淳がある。図示した遺物は図面 3-2017、 図面 4-

2032・ 2042である。

溝 S D01

調査地区の南東側で検出された。北西から南東方向に走る溝である。規模は長さ12.lm以上、幅3.8～ 6.8

m、 深さ1,Omを 計る。断面形は逆台形を呈する。 北西側で調査地区外へ、南東側は山口地区に延びており

全長44.4m以上となる。 S D02と 平行に走る。出土遺物は土師器、須恵器、珠洲、白磁、青磁、鉄津、銅銭

(元豊通宝)である。図示した遺物は図面 2-2005、 図面 3-2034で ある。

清 S D02

調査地区の南西側で検出された。北西から南東方向に走る溝である。規模は長さ7.Om以上、幅0.6～ 1.lm

を計る。南東側は調査地区外へ廷び、山口地区でも検出されている。全体として長さ39。3m以上となる。 S

D01と 平行に走り、 S K02を南東側で切っている。周辺では鉄津が集中して出土している。

洋ξS D03

調査地区の北東端部で検出された。北北東から南南西方向に走る溝である。規模は長さ4.7m以上、幅0.5

～1,4mを計る。東側は自然地形の落ち込みに繁がり、南側で調査地区外へ延びる。出土遺物は土師器、須

恵器、珠洲である。図示した遺物は図面 2-2023である。

2H山口地区

土坑 S K03

調査地区の中央 (23・ 24,17)区で検出された。平面形は不定楕円形で、規模は長軸2.2m、 短軸1.5mを

計る。出土遺物は土師器である。

■」九S K04

調査地区の中央 (23・ 24,18)区 で検出された。平面形は楕円形で、規模は長軸1.Om、 短軸0。9mを計る。

S D05を切っている。

- 15-―



第11図 岩坪岡田島遺跡釜土地区遺構図 (1/200)

土坑 S K05

調査地区の中央 (23,18・ 19)区で検出された。平面形は方形で、規模は長軸1.Om、 短軸0,7mを計る。

溝 S D01

調査地区の西～南西側で検出された。北西から南東方向に直線的に走る溝である。規模は長さ18.Om以上、

幅62mを計る。北西側は釜土地区へ、南西偵1は調査地区外へ延びる。全体的には湾曲しながら、44.4m以上

の長さを計る。中央部と南端部で試掘坑を設定し、確認した深さは1.04mである。S D02と 平行に走 り、試

―- 16 -―



掘坑 1では土層に切り合いは見られないことから南東側で1本の溝になると思われる。北西側でS D04を 切

っている。出土遺物は土師器、須恵器、珠洲、白磁、青磁、輔の羽口、1鉄津、砥石である。図示した遺物は

図百 2-2028・ 2045,2046、 図面3-2021・ 2o22。 2038、 図面 4-2033・ 2041である。

清S D02

調査地区の西側で検出された。北西から南東1方向へ直線的にたる溝である。規模は長さ14.Om以上、幅

0.7～ 1.2mを計る。確認した深さは28cmで ある。北西側は釜土地区でも検出されており、長さ39。3m以上

の規模となる。南東部でS D01と 同一の溝になると思われる。出土遺物は土師器、須恵器、輔の羽口、鉄津
―

である。図示した遺物は1図面 2-20o3である。

溝 S D04
|

調査地区の西側隅部で検出された。南西から「くの字」状に北西方向へ廷び、北側で東西方向へ 2股に分

第12図 、岩坪岡田島遺跡山口地区遺構図 (1/200)

SD 02           SD 05

へ  況

o                5                10m
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岐する溝である。規模は長さ5,Om以上、幅 0。 32～ 0.56m、 深さ39cmを 計る。西側は調査地区外へ延び、東側

は浅 くなり北へ延びて S D01に切られる。

清 S D05

調査地区の中央部で検出された。ほぼ東西方向に延びる溝である。規模は長さ4.7m、 幅0.5～ 1.4mを計る。

東側は台地縁辺部へ落ち込み、 SK髄に切られる。出土遺物は珠洲である。

3.岡崎 1地区

井戸址 S EO刊

調査地区の北東側 (21,15)区で検出された。規模は長軸2.3m、 短軸2.Omを計る。平面形は不定楕円形

である。北東～南西方向に半裁し、深さは地山検出面から80cmま で掘 り下げたところで、L字形に廻る板列

を検出した。板列は方位に合わせ柾目板を縦板組にしたもので、全体として一辺1,Om前後の方形に廻る井

戸側と想定している。井戸埋土は黒褐色粘質土層で、裏込め土は黒褐色粘質土と地山土 (黄褐色粘質土)と

の混土層からなる。今回は確認調査のため完掘しておらず、また半裁も底面まで達していないため、全体の

規模および構造は不明である。出土遺物は土師器、須恵器、珠洲、青磁、土錘、鉄津、銅銭 (元豊通宝)箸、

である。図示した遺物は図面 2-2002・ 2008・ 2009・ 2014・ 2015である。

井戸l■ S E02

調査地区の北西側 (18・ 19,14・ 15)区で検出された。平面形は不定楕円形である。全体の規模は長軸

5,Om以上、短軸4.6mを計る。深さは地山検出面から50cmま で確認した。井戸の本体は遺構の南側に偏ると

思われ、平面形は正円である。井戸埋土は暗褐色粘質土層で、幅1.56～ 1.8mを計る。掘り方は本体の周囲に

大きく拡がることから、下部には何らかの井戸側を持っている可能性がある。周囲の掘 り方は、埋土が暗褐

色粘質土と地山土 (黄褐色粘質土)と の混土層からなり、幅4.63～4.85mを 計る。一部は北西側で調査地区

外に拡がる。当初、土坑とも思われたが、念のため半裁し掘り下
'デ

たところ、さらに深 く垂直に掘られてい

ることがわかり井戸址とした。今回は確認調査のため完掘しておらず、また半裁も底面まで達していないた

め、全体の規模および構造は不明である。出土遺物は土師器、須恵器、珠洲、青磁、鉄津、輪の羽口片が出

土している。図示した遺物は図面 2-2047である。

■」九S K06

調査地区の北端部 (19,16)区で検出された。平面形は精円形である。規模は長軸1,3m、 短軸0.7mを 計

る。出土遺物は土師器、珠洲である。

土坑 S K07

調査地区の北端部 (19,16)区で検出された。平面形は方形である。規模は長軸1.5m、 短軸0.8mを計る。

出土遺物は土師器、鉄滓である。

土坑 S K08

調査地区の北端部 (19・ 20,15。 16)区で検出された。平面形は不定楕円形である。規模は長軸6.Om、 短

軸4.lmを計る。遺構上面を薄く掘 り下げ精査したところ、井戸と思われる掘 り方は検出できず、今回は単

独の上坑とした。
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4日 岡元地 区

土JttS K09

調査地区の北東部 (7,10)区 で検出された。

る。出土遺物は土師器、珠洲である。

土坑S K10

調査地区の北東部 (7,10)区 で検出された。

る。

第13図 岩坪岡田島遺跡岡崎 1地区遺構図 (1/200)

平面形は不定形である。規模は長軸1.5m、 短軸0。 8mを計

平面形は楕円形である。
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規模は長軸0.9m、 短軸0.5mを計
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第14図 岩坪岡田島遺跡岡元地区遺構図 (1/200)
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土坑 S Kll

調査地区の北東部 (7,10)区 で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸2.4m、 短軸1.4mを計

る。出土遺物は土師器、須恵器である。

土坑 S K12

調査地区の中央部 (5,10)区 で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸1.Om、 短軸0,4mを計

る。

土坑 S K13

調査地区の中央部 (6, 9。 10)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸1.6m、 短軸1,4m

を計る。検出面で見る限りS D07に切られている。出土遺物は土師器である。

土坑 S K14

調査地区の南西部 (3・ 4, 8)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0。 6m、 短軸0.5m

を言十る。

土坑 S K15

調査地区の南西部 (3・ 4, 7)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸1.5m、 短軸1.4m

を計る。出上遺物は土師器である。

清 S D06

調査地区の北東端部で検出された。西北西から東南東方向に湾曲しながら走る溝である。規模は長さ4.9

m以上、幅0.5～ 0.8m、 深さ43cmを計る。北東側、東側で調査地区外へ延びる。出土遺物は土師器、珠洲で

ある。

溝 S D07

調査地区の中央部北側で検出された。東西方向に直線的に走る溝である。規模は長さ11.8m以上、幅1.1～

4.Om、 深さ60cmを 計る。東側で S D08と 直交する。西側、東側で調査地区外へ廷びる。出土遺物は土師器、

須恵器、珠洲、白磁、青磁、輔の羽日、鉄津である。図示した遺物は図面 2-2011・ 2013・ 2024・ 2025。

2027・ 2030・ 2031、 図面 3-2018～ 2020・ 2037、 図面 4-2039・ 2040である。

渾SS D08

調査地区の中央部北側で検出された。南北方向に直線的に走る溝である。規模は長さ7.Om、 幅1.0～ 1.3m、

深さ24cmを計る。S D07と 南側で直交する。北側は調査地区外へ廷びる。出土遺物は土師器、珠洲、輔の羽

口である。図示した遺物は図面 2-2026で ある。

5.岡崎 2地区

■JttS K 16

調査地区の中央南西側 (7, 3)区 で検出された。平面形は不定楕円形である。 規模は長軸2.5m、 短軸
1.lmを 計る。出土遺物は土師器である。

諄専S D09

調査地区の北東側で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。 規模は長さ13.5m以 上、幅0.5～

1.4mを計る。南側で東方向に屈曲しており、 S D10に切られている。北側は調査地区外へ延びる。削平を
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第15図

岩坪岡田島遺跡岡崎 2地区

遺構図 (1/200)

受けておリー部途切れている。出土遺物は土師器である。

清 S D10

調査地区の南半部で検出された。北北西～南南東方向に直線的に走る溝である。規模は長さ9.5m以上、幅

0。9～ 1.9m、 深さ17clnを計る。北側で S Dllを切つている。南側は調査地区外へ廷びる。出土遺物は土師器、

須恵器、珠洲である。図示した遺物は図面 2-2019で ある。

清 S Dll

調査地区の中央部で検出された。ほ臓東西方向に走る溝である。規模は長さ14.7m以上、幅0.8～ 2.Om、 深

さ55cmを計る。溝の中央で S D10に切られ、東側でカクランに切られている。 S D09を切っている。東側、

西側は調査地区外へ廷びる。出土遺物は土師器、珠洲である。

溝 SD呵 2

調査地区の南端部で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ3.Om、 幅0。 3～ 0。7mを計る。

北東側はS D10に切られ、調査地区外に延びる可能性もある。

―-22-―



Ⅲ 遺  物

1日 土器類

土師器 [1] 古墳時代・古代の土器である。

高杯 図面 2-2001。 高杯の脚部である。全体が磨減し調整は不明である。

杯 図面 2-2002。 杯の底部である。

須恵器

杯A 図面 2-2003。 高台の付かない杯の底部である。

杯B 図面 2-2004。 高台の付 く杯の底部である。

高杯 図面 2-2005。 高杯の脚部と杯部の接合部である。

杯蓋 図面 2-2006。 杯蓋の口縁部片で、日端部が下方に短く折れ曲がるものである。

瓶 図面 2-2007。 河ヽ型の瓶の胴下・底部である。

土師器 [2] 中世の土師器である。

皿 図面 2-2008～ 2015。 非ロクロ調整の小皿である。

珠洲

鉢 図面 3-2016～ 2028。 2016～ 20221よ片口鉢の回縁部・胴上部である。オロシロは見られない。2021・

2022は 口端部内面には波状文が付く。2023～ 20281ま底部である。20231ま底部が回転糸切りである。

壷 図面 2-2029～ 2031。 2029。 20301ま口縁部・胴上部片である。2029は 焼成がやや不良である。20311よ

重の底部である。

甕 図面 3-2034～ 2038、 図面 4-2032・ 2033・ 2039～ 2043。 2032～ 2043は 日縁部・肩部である。2032・

2033は 日縁部が立ち上がり、日端部の返しが弱い。2044は甕の底部である。

自磁

椀 図面 2-2045。 玉縁状の回縁を持つ椀である。

青磁

椀 図面 2-2046。 椀の底部である。

皿 図面 2-2047。 皿の底部である。

瀬戸美濃

椀 図面 2-2048。 平椀の日縁部である。

2日 その他の遺物

土製品

土錘 図面24-8001。 釜土地区出土の土錘である。

銅製品

銅銭 図版46-8006～ 8008。 8006・ 80071ま元豊通宝である。8008は磨減し銭名が半J読できない。
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Ⅳ 結 ヨ五
H口

遺跡周辺は、古代の東大寺領荘園である「須加荘」の比定地の 1つ とされている。中世には岩坪保の存在

が知られる。周辺の遺跡としては安居山城跡 (安居山古墳群に重複)、 篠人口砦跡、間尽遺跡、釈迦堂遺跡、

円通庵遺跡等がある。これらの遺跡群は、主に中世～近世に営まれ、丘陵上やその周辺部に位置 している。

隣接する手洗野集落には元亨 3(1323)年創建の曹洞宗寺院信光寺がある。昨年の試掘調査で岩坪岡田島遺

跡は、弥生時代、古代～中世にかけて営まれ、小矢部川に臨む微高地周辺に拡がることが確認されている。

釜土地区、山口地区では、両調査地区にまたがる大規模な溝 S D01が検出された。 S D01は 深さ約 lm、

遺構上面の幅 4～ 5mを計る。湾曲しながら北東から南西方向に走り、微高地の輪郭に沿って廻ることから、

何らかの区画を意図する溝と推測する。 S D01の時期は、試掘坑最下層から珠洲 I～ V期にかけての遺物が

混在して出土していることから、中世を通じて使用された溝と推定できる。

岡崎 1地区では、調査地区の北半部に丼戸址 S E01,02を検出した。 S E01で は遺構上層部分を半裁した

状況で、井戸側と思われる板列を検出した。井戸側は縦板組であるが、隅柱の有無や下部の構造は未確認で

ある。また、 S E02は大規模な掘り方を持つことから下層に何らかの井戸側を備えている可能性が高い。こ

れらの井戸址は出土遺物から中世前半のものと思われる。

微高地の西側に当たる岡元地区では、東西と南北に走る溝 S D07・ 08が検出された。直角に交差すること

から区画する意図を持った遺構と思われる。出土遺物から時期を中世前期と考えている。

南西側の岡崎 2地区では、東西に走る溝 S Dll、 南北に走る溝 S D10が直行しており、また岡元地区の S

D07・ 08と 方向を同じくすることから、同じ中世の溝として関連性があると思われる。

出土遺物は、中世が大半を占め、古代のものはわずかに認められる。土師器は中世前半のものが多 く、珠

洲は I～ Ⅱ期のものを主体とし、V期 まで見られる。少量であるが白磁、青磁も調査地区全般で出土 してい

る。また、釜土地区を中心として多量の鉄津が出土しており、周辺に鍛冶関係の遺構が存在する可能性が高

い。

遺構、遺物とも調査地区全体に確認されることから、中世前半を主体とした集落跡が微高地上に拡がつて

いることが想定される。また、岡崎 1地区で複数の井戸l■が検出されたことと、岡崎 1地区が微高地の南東

端部分にあたることから、遺跡の中心部は岡崎 1地区周辺から北側一帯に位置していると推定できる。
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3.東木津遺跡

第16図 東木津遺跡位置図 [1](1/15万 )

性―十
~―十雪肺 毛臨
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説序

遺跡概観

当「東木津遺跡」は、高岡市街地の南西郊、JR高岡駅の南西約 3にmに位置する。遺跡内を都市計画道路

下伏間江福田線が東西に横断する。遺跡の東側には国道156号線が、西側には北陸本線が南北に走る。遺跡

の東は千保川が、西は和田川が北流している。これらの河川に囲まれた標高11～ 12mを計る微高地上に立地

している。この付近は庄川が形成した扇状地の末端部にあたり、湧水の豊富なことで知られている。

周辺には、北西側一帝に西木津遺跡、木津神社遺跡があり、南側から南西側にかけて泉ヶ丘遺跡、下佐野

遺跡、諏訪遺跡が位置する。これらの遺跡は、縄文時代晩期に始まり弥生時代後期～中世にかけて営まれた

遺跡群と思われる。東木津遺跡は、数々の調査により弥生時代後期から奈良 。平安時代を中心とする遺跡で

あることが知られ、南の下佐野遺跡と接する。平成10年度に実施した月安地区の調査では、奈良 。平安時代

の掘立柱建物l■が検出され、多量の土器類も出土しており、古代の中核的な遺跡の 1つであることが確認さ

れた。遺跡範囲は南北250m×東西600mを計る。

第18図 東木津遺跡調査地区位置図 (1/5,000)
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調査に至る経緯

今回は東木津遺跡で行なった 3地区の調査についてまとめて記載した。各調査地区の概要については遺

構・遺物ともに個別にまとめた。

堀井地区 ;平成10年 3月 頃に、地主の堀井真雄氏より問い合わせがあり、当該地における資材置場建設を

知った。その後、協議を行い、承諸を得て、試掘調査を実施することとなった。

セーブオン地区 ;仲介の不動産業者を通して、当該地における店舗建設計画を知つた。その後、協議を行

い、地主の丹羽政文氏の承諸を得て、試掘調査を実施することとなった。

チッタック地区 ;仲介の不動産業者を通して、当該地における店舗建設計画を知った。その後、協議を行

い、地主の上野繁夫氏の承諾を得て、試掘調査を実施することとなった。

堀井地区は、木津集落の南東側に当たり、昨年実施した月安地区の北側に位置する。セーブオン地区は平

成 9年度の丹羽地区の北側に隣接し、チックタック地区は道路を挟んだ南東側に位置する。両地区ともに泉

ケ丘団地の北東側に接する所に位置する。

調査経過

堀井地区 ;発掘調査は、平成11年 6月 25日 から同年 8月 20日 まで実施した。調査地区は遣跡の北東端部に

当たり、範囲確認を念頭に試掘坑 (ト レンチ)を 5箇所設定した。各 トレンチはバックフォーにより表土を

除去し、調査地区内に積み上げた。中でも第3ト レンチは遺物が集中的に出土したため、重点的に調査を行

った。また、このトレンチに限り基準杭を設定し平面図を作成した。調査地区内は湧水が激しく排水に手間

取った。なお、実測図は調査地区全体図として第19図 に図示し、第3ト レンチ遺構図として第20図 に示した。

調査対象面積は2,036ポ、発掘した面積は270ポである。

セーブオン地区 ;発掘調査は、平成H年 10月 25日 から同年12月 28日 まで実施した。調査地区は遺跡の北西

側に当たる。調査対象面積は496.4ぽ 、発掘した面積は410ポである。

チックタック地区 ;発掘調査は、平成11年 10月 26日 から同年12月 28日 まで実施した。調査地区は遺跡の中

央部南側に当たる。調査対象面積は1,322ポ、発掘した面積は676♂である。

セーブオン地区、チックタック地区ともに、調査開始が年末の天候不順な時期に重なり、作業可能な日が

限定され予定より期間が延びた。テントを使用することにより作業の進展を図つた。

基本層序

堀井地区 ;厚 さ20cm前後の表土 (耕作土 ,1層 )を 除去すると、厚さ10～ 20clnで暗褐色土と地山土との混

土層 (整地層・ 2層 )がある。この下層には順に厚さ10～ 40cmで黒色シルト層 (遺物包含層・3層 )があり、

その下層に40cm以上の厚さで褐色粘質土層 (遺物包含層・4層 )が現れ、さらに黄褐色シルト、青灰色粘質

土の地山土が現れる。谷部は暗茶褐色粘質土層に漸移的に移行するが地山土との境目が明確でない。地形は

調査地区北東狽]に向かって落ち込み谷地形となり、2m以上の深さを計る。第 1ト レンチでは表土下約70cm

で地山 (青灰色砂)が検出され、東側の下佐野集落へ向けて次第に高くなる地形と思われる。第3ト レンチ

では、遺物が 2・ 3層 中から多く出土しており、地下水位が高ぐ木製品が多数遺存していた。

セーブオン地区 ;厚 さ20cm前後の表土 (耕作土)を 除去すると、黒褐色上の遺物包含層が現れる。主に奈

良・平安時代の遺物が出土している。この下に黄褐色砂質土・粘質土からなる地山がある。調査地区中央部

は、黒褐色土層が厚くなり浅い落ち込みとなり、北東から南方向へ溝状に続いている。

チックタック地区 ;厚 さ20cmの表土 (耕作土)を 除去すると、黄褐色砂の地山が現れる。
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検出遺構

各調査蜘区で検出した遺構は以下の通りである。セーブオン地区、チックタック地区では検出面の状況に

より性格を判断した。一部掘 り下げた遺構以外の深さは未確認である。

堀井地区 :溝 2条 (S D48・ 49)、 凹地 1基 (S X06)

セーブオン地区 :土坑11基 (S K42～ 52)、 溝 9条 (S D07・ 08。 10。 12・ 50～ 54)、 畝状遺構 3基

(S X07～ 09)

チックタック地区 :掘立柱建物址 5棟 (S B02～ 06)、 柵址 2条 (S A04・ 05)、 土坑47基 (S K53～ 99)、

溝 5条 (S D55～ 59)、 畝状遺構 1基 (S X10)

遺構番号は平成10年度の調査で使用した呑号の連番としている。

出土遺物

各調査地区の出土遺物は以下の通りである。

堀井地区

土器類 :土師器、須恵器

土製品 :土錘

木製品 :①木簡―木簡、木簡形

②祭祀用品一人形、鳥形、馬形、舟形、琴柱形、刀子形、斎串

③服飾具―横櫛、針

④容器―曲物

⑤雑具―火鑽板、火鑽杵、物差、刻み目 (刻み目のある木製品)、 楔

⑥棒状品―棒状品、箸

⑦部材―細部材、部材

石製品 :砥石

セーブオン地区

土器類 :土師器、須恵器

土製品 :土錘

木製品 :曲物

石製品 :管玉、磨製石斧、砥石

その他 :鉄津

チックタック地区

土器類 :土師器、須恵器、越中瀬戸

土製品 :土錘

グリッド

調査地区のグリッドは平面直角座標系の第 7座標系 (原点は北緯36° 00′ 00″ 、東経137° 10′ 00″ )イこ

合わせたj遺構図のメッシュは5m区画である。

堀井地区 ;調査区全体は概略図として把握するに止め、第3ト レンチに限り基準杭を設定して、平面図を

座標に合わせた。X=1、 Y=1の地点は、原点より西へ15。 180km、 北へ80,710kmの位置である。
セーブオン地区 ;X=1、 Y=1の地点は、原点より西へ15。 390km、 北へ80.690kmの位置である。
チックタック地区 ;X=1、 Y=1の地点は、原点より西へ15。 350km、 北へ80.650kmの位置である。
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構迫退

1日 堀井地区

溝 S D48

第3ト レンチの北東側で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。規模は長さ8.15m以上、幅0.5～

1.Om、 深さ27cmを 計る。北東側は調査地区外へ延びる。出土遺物は土師器、須恵器がある。図示した遺物

は図面 7-3039,3056、 図面 9-3099で ある。

清 S D49

第 3ト レンチの中央部北側で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。 規模は長さ8.9m以上、幅

0.8～ 1.4m、 深さ63cmを計る。北東、南西側で調査地区外へ延びる。北東端部では南東側に屈曲し延びると

思われる。出土遺物は土師器、須恵器がある。図示した遺物は図面 5-3010。 3011、 図面 9-3089で ある。

第20図 東木津遺跡堀井地区第 3ト レンチ遺構図 (1/200)

凹ltt S X o6

第3ト レンチの南東側で検

出された。南東方向へ緩やか

に落ち込む凹地である。この

落ち込みは、遺跡の位置する

微高地の北東～西側に拡がる

谷地形となると思われる。遺

物は主に谷地形の黒色シルト

層 (3層 )・ 褐色粘質土層

(4層 )よ り出土している。

各時代の遺物が混在している

ことから明確に時期ごとの分

層ができないが、おおむね奈

良時代中頃～平安時代前期と

思われる。出土遺物は、土師

器、須恵器、木製品 (木簡、

木簡形、人形、鳥形、馬形、

舟形、琴柱形、刀子形、斎串、

横櫛、針、曲物、火鑽板、火

鑽杵、物差、刻み目、楔、棒

状品、箸、細部材、部材)が

ある。
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2ロ セーブオン地区

土JttS K 42

調査地区の北端部 (4, 7)区 で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.4mを 計る。北側は調

査地区外へ拡がる。

■JttS K 43

調査地区の北端部 (4, 7)区 で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0.4m以上、短軸0.4m

を計る。 S X07に切られている。

土JttS K44

調査地区の北端部 (4, 6・ 7)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0,7m以上、短軸

0.3mを計る。西側は調査地区外へ拡がる。 S X07を 切っている。

■ttS K45

調査地区の北端部 (4, 6)区 で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0,7m、 短軸0.5mを計

る。 S K46に切られている。

■JttS K 46

調査地区の北端部 (4, 6)区 で検出された。平面形は長楕円形である。規模は長軸0.8m、 短軸0.5mを

計る。 S K45を切つている。

■JttS K 47

調査地区の北端部 (4, 6)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0.5m、 短軸0。4mを計

る。

■ttS K48

調査地区の中央北側 (3, 5)区 で検出された。平面形は長楕円形である。規模は長軸1.5m、 短軸0.5m

を計る。 S D52に切られている。

■JttS K 49

調査地区の中央東側 (5, 4)区 で検出された。平面形は不定楕円形で、規模は長軸1,lm以上、短軸0,6

mを計る。東側は調査地区外へ拡がる。 S X08を切っている。

二JttS K 50

調査地区の南西側 (2, 3)区で検出された。平面形は長方形で、規模は長軸0.6m、 短軸0.5mを計る。

S X09に切られている。

土坑 S K5刊

調査地区の南西側 (2, 3)区で検出された。平面形は楕円形で、規模は長軸0,6m、 短軸0.5mを計る。

S D53、 S X09を切つている。

土Jtt S K 52

調査地区の南西側 (1・ 2, 2・ 3)区で検出された。平面形は楕円形で、規模は長軸0.6m、 短軸0.4m

を計る。 S X09を切っている。

溝 S D07

調査地区の南端部で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。規模は長さ4.9m以上、幅0。 7m、

深さ17cmを計る。S D08と 平行して走る。南側は調査地区外へ廷びる。平成 9年度の丹羽地区で検出された
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S D07と 同一の遺構と思われる。出土遺物には須恵器がある。図示 した遺物は図面11-4029である。

溝 S D08

調査地区の南端部で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。規模は長さ6.2m以上、幅0.8m、

深さ22側を計る。 S D07と 平行 して走る。南側は調査地区外へ延びる。平成 9年度の丹羽地区で検出された

S D08と 同一の遺構と思われる。

清 S D10

調査地区の南半部で検出された。北西～南方向に湾曲しながら走る溝である。規模は長さ20。3m以上、幅

0.5～ 0.9m、 深さ28cmを 計る。 S D52と ほぼ平行 して走 り、北西側、南側で調査地区外へ廷びる。平成 9年

度の丹羽地区で検出された S D10と つながるものと思われる。 S D12の 上層を切つている。出土遺物は土

師器、須恵器である。図示 した遺物は図面10-4004・ 4017、 図面11-4019。 4024・ 4030・ 4035・ 4042・ 4043、

図面12-4060で ある。

溝 SD刊 2

調査地区の中央部を北東～南西方向に直線的に走る溝である。規模は28.5m以上、幅0.6～ 1.8mを計る。

北東側、南西狽1で調査地区外へ廷びる。平成 9年度の丹羽地区で検出された S D12と つながるものと思われ

る。 S D10・ 52に切 られている。北側で S D50を 切つている。出土遺物は須恵器である。図示した遺物は図

面12-4058である。

浮SS D50

調査地区の北側で検出された。 北東～南西方向に湾曲しながら走る溝である。規模は長さ7.3m以上、幅

0.3～ 1.Omを計る。北側で調査地区外へ延びる。南西側で S D12に切られている。

清 S D51

調査地区の北西側で検出された。北東～南西方向に湾曲しながら走る溝である。規模は長さ13.Om以上、

幅1.0～ 2.Omを 計る。北側は調査地区外へ廷びる。南西側は S D52と 交差 しているが、切 り合いは不明であ

る。出土遺物は須恵器、曲物である。

溝 S D52

調査地区の中央部で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ19,Om以上、幅0.5～ 1.4m

を計る。北西側、南東側は調査地区外へ延びる。北西側で S K48、 S D12を切つている。 S D51と 交わるが

切 り合いは不明である。

清 S D53

調査地区の南西側で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。 規模は長さ6.lm以上、幅0.5～ 1.2

mを計る。 S K51、 S X09に切られている。南西側で調査地区外へ延びる。

澪ξS D54

調査地区の南側で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ3.7m以上、幅0.5～ 0.8mを計

る。北東端部は検出されておらず未確認である。

畝状遺構 S X07

調査地区の北端部で検出された。幅0.2～ 0,4mの小規模な溝が 6条走る。約40cmの間隔で北西～南東方向

に走る溝と、北東～南西方向のものに分けられ、一部交差 している。遺構覆土は黒掲色土からなる。 SD

12・ 51周辺の浅い落ち込みと、周囲の遺構を切っていることから一段階新 しい時期に造られたと思われる。

確認 した範囲が少ないが、周辺の小溝も含め今回は畝状遺構とした。

-33 -―



畝状遺構 S X08

調査地区の中央部東側で検出された。幅50cm前後の小規模な溝が 6条走る。約 0。 4～0.6mの間隔で北東～

南西方向にほぼ平行に走る。一部で直交する小溝も見られる。

畝状遺構 S X09

調査地区の南西側で検出された。幅0.2～ 0.5mの小規模な溝が10条走る。短い溝が折り重なるように交差

しており、北西～南東方向に走るものと、北東～南西方向のものに分けられる。

第21図 東木津遺跡セーブオン地区遺構図 (1/200)
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3ロ チックタック地区

掘立柱建物l■ S B02

調査地区の南部で検出された。棟の方向を北西～南東方向にとる総柱の掘立柱建物址である。検出面で確

認した状況では、建物の規模は、桁行 3間 (6.2m)×梁行 2間 (5.3m)であると柱間寸法は桁行 (1.9～

2.2m)、 梁行 (2.1～ 2.4m)で ある。棟方向はN-43度 ―Wである。掘 り方の平面形は方形で、規模は一辺

が0.8～ 1.2mを計る。全ての掘 り方で柱痕を検出し、一部では柱根が見られた。北西側の掘 り方はS D57を

切つている。出土遺物は土師器、須恵器である。図示した遺物は図面13-5012～ 5014・ 5016～ 5019である。

掘立柱建物l■ S B03

調査地区の北西部で検出された。棟の方向を北西～南東方向にとる側柱の掘立柱建物址である。北東側に

1間分の庇をもつ。検出面で確認した状況では、建物の規模は、桁行 3間 (6.2m)×梁行 2間 (4.8m)で

ある。庇の幅は3.Omである。柱間寸法は、桁行 (1.9～ 2.3m)、 梁行 (2.2～ 2.4m)である。棟方向はN-46

度―Wである。掘 り方の平面形は庇を含め方形と楕円形のものがあり、規模は一辺が0。 9～ 1.Omを計る。全

ての掘 り方で柱痕を検出し、一部では柱根、礎板が見られた。南西側で掘 り方をS D56に切られる。出土遺

物は土師器、須恵器である。図示した遺物は図面13-5008・ 5020・ 5022・ 5023・ 5025で ある。

掘立柱建物址 S B04

調査地区の北西部で検出された。棟の方向を北西～南東方向にとる総柱の掘立柱建物址である。検出面で

確認した状況では、建物の規模は、桁行 2間以上 (3.2m以 上)× 梁行 2間 (6.Om)である。北西側は調査

地区外へ拡がる。柱間寸法は、桁行 (2.Om)、 梁行 (2.8～ 3.2m)である。棟方向はN-43度―Wである。

掘り方の平面形は方形で、規模は一辺0.6～ 1.Omを 計る。出土遺物は土師器、須恵器である。

掘立桂建物l■ S B05

調査地区の北東部で検出された。棟の方向を北西～南東方向にとる側柱の掘立柱建物址である。検出面で

確認した状況では、規模は、桁行 3間 (6.4m)× 梁行 2間以上 (5,Om以 上)である。柱間寸法は、桁行

(2,lm)、 梁行 (2.5m)である。棟方向はN-43度 ―Wである。掘 り方の平面形は楕円形で、規模は一辺が

0。7～ 1.2mを 計る。北東側は調査地区外へ拡がる。

掘立柱建物l■ S B06

調査地区の北東部で検出された。棟の方向を北西～南東方向にとる側柱の掘立柱建物址である。検出面で

確認 した状況では、規模は、桁行 3間 (6.Om)× 梁行 2間以上 (4.5m以 上)である。柱間寸法は、桁行

(2,Om)、 梁行 (2.3m)である。棟方向はN-43度 ―Wである。掘 り方の平面形は方形、楕円形のものがあ

り、規模は一辺が0.7～ 1.2mを計る。北東側は調査地区外へ拡がる。

柵l■ S A04

調査地区の中央部で検出された。北東～南西方向に延びる柵l■である。規模は 2間 (6.Om)を計る。方

位は真北に対し東に45度偏っている。掘り方の規模は一辺0,7～ 1.Omで、柱間は3.Omを計る。

柵l■ S A05

調査地区の中央部で検出された。北西～南東方向に延びる柵l■である。規模は 5間 (8.6m)を計る。方

位は真北に対し西に43度偏っている。掘 り方の規模は一辺0.5～ 1,Omと 不揃いで、柱間も1.2～ 2.2mと 一定

ではないが、今回は周辺の掘立柱建物l■ と向きを同じくする土坑群を柵址とした。

―- 35-



SK70 Ｋ

３

SK77

o SY2

SK71 〇

SX 10

SAo5

SD56 亀卜∂

嘲

くノ/bごSK%0

啜露
SK 92   SK 91 9

「
 ヽ   フ

◇

ＳＫ哄

ＳＫ９４◇

SD 57＼＼＼、     、

第22図  東木津遺跡チックタック地区遺構図 (1/200)

―- 36 -―



土坑 S K53

調査地区の北端部 (4,10)区 で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸 0。 7m以上、短軸0.5m

である。北東側で調査地区外へ拡がる。

ELtt S K 54

調査地区の北西部 (2, 8)区 で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0,7mを 計る。掘立柱建

物址の掘 り方の可能性 もあるが、今回は単独の土坑とした。

上坑 S K55

調査地区の北西部 (2, 8)区 で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.7mを 計る。掘立柱建

物址の掘 り方の可能性もあるが、今回は単独の土坑とした。

土坑 S K56

調査地区の北西部 (2, 8)区 で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸 0。 7m、 短軸0.5mを計

る。南東側で S K57に切られている。

土坑 S K57

調査地区の北西部 (2, 7・ 8)区で検出された。平面形は長方形である。規模は長軸 1.2m、 短軸0.3m

を計る。 S B03の掘 り方、 S K56。 58を切っている。

ELtt S K 58

調査地区の北西部 (2, 7・ 8)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0.7m、 短軸0.5m

を計る。 S B03の掘 り方を切 り、 S K57に切られている。

土坑 S K59

調査地区の北西部 (2, 7)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.6mを計る。

上坑 S K60

調査地区の北西部 (2, 7)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0.6m、 短軸0.45mを 計

る。遺構上面をS D56に切られている。

土坑 S K61

調査地区の北西部 (2・ 3, 7)区 で検出された。平面形は方形である。規模は一辺1.Omを 計る。遺構

上面を S D56に切られている。

土坑 S K62

調査地区の中央部北側 (4・ 5, 8)区 で検出された。平面形は長精円形である。規模は長軸 1,7m、 短

軸0.5mを計る。

土坑 S K63

調査地区の北東部 (6, 8)区 で検出された。平面形は不定楕円形である。規模は長軸 1.Om、 短軸 0。5m

を計る。出土遺物は須恵器がある。図示 した遺物は図面13-5021で ある。

土坑 S K64

調査地区の北東部 (6, 8)区で検出された。平面形は精円形である。規模は長軸 1.Om以上、短軸 0。7m

を計る。北東側で調査地区外へ延びる。

土坑 S K65

調査地区の北東部 (5, 8)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0.6m、 短軸0.45mを 計

る。
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土坑 S K66

調査地区の北東部 (6, 8)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0,7mを 計る。

土坑 S K67

調査地区の北東部 (6, 7・ 8)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0,7mを計る。

土坑 S K68

調査地区の北東郡 (6, 7)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.5mを計る。

■JttS K 69

調査地区の中央部 (4, 7)区で検出された。平面形は不定精円形である。規模は長軸0。 9m、 短軸0.5m

を計る。北側でピットを切つている。

■」克S K70

調査地区の中央部 (4, 7)区で検出された。平面形は方形である。規模は長軸0.6m、 短軸0.5mを計る。

土坑 S K71

調査地区の中央部 (4, 6。 7)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0,7m、 短軸0,6m

を計る。

土坑 S K72

調査地区の中央部 (5, 7)区 で検出された。平面形は方形である。規模は長軸0,8m、 短軸0.5mを計る。

」L巧iS K73

調査地区の中央部 (5, 7)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0。 9m、 短軸0.6mを 計

る。

■JttS K 74

調査地区の東部 (5・ 6, 7)区 で検出された。平面形は不定楕円形である。規模は長軸1.lm、 短軸0.5

mを計る。

土坑 S K75

調査地区の東部 (6, 7)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0,7mを計る。

LttS K76

調査地区の東部 (6, 7)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0,7mを計る。 S B06の 掘

り方を切つている。

■
'九

S K77

調査地区の東部 (6,7)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0.7m、 短軸0,4mを 計る。

南東側をS X10に切られている。

上坑 S K78

調査地区の東部 (7, 7)区で検出された。平面形は方形である。規模は長軸0.6m、 短軸0.4mを計る。

土JttS K 79

調査地区の東部 (7, 7)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.5mを 計る。

」と

"tS K80
調査地区の東都 (7, 6,7)区 で検出された。平面形は方形である。規模は長軸0.6m、 短軸0.5mを計

る。
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土坑 S K81

調査地区の東部 (7, 6)区で検出された。平面形は略三角形である。規模は一辺0.5mを計る。

■Jtt S K 82

調査地区の東部 (7, 6)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0.6m以上、短軸0.4mを

計る。南東側で調査地区外へ拡がる。

土Jtt S K 83

調査地区の東部 (7, 6)区で検出された。平面形は方形である。規模は長軸0.5m、 短軸0。2mを計る。

北西側をS X10に切らヤとてヤヽる。

土坑 S K84

調査地区の東端部 (7, 6)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0.6m以上、短軸0.5m

を計る。南東側は調査地区外へ拡がる。

土坑 S K85

調査地区の東部 (6, 6)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0.8m、 短軸0,7mを計る。

S X10に切られている。

ELtt S K 86

調査地区の東部 (6, 6)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0,8m、 短軸0.6mを計る。

■Jtt S K 87

調査地区の東部 (6, 6)区で検出された。平面形は不定形である。規模は長軸0。 9m、 短軸0.6mを計る。

S X10を切つている。

■Jtt S K 88

調査地区の中央部 (4・ 5, 6)区で検出された。平面形は長楕円形である。規模は長軸1.4m、 短軸0。 6

mを計る。

上坑 S K89

調査地区の東部 (5・ 6, 5)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.5mを計る。

■Jtt S K 90

調査地区の東部南側 (5, 4)区で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.45mを 計る。南東側

を近世の溝に切られている。

土坑 S K9司

調査地区の東部南側 (5・ 6, 4)区 で検出された。 平面形は不定形である。 規模は長軸0.75m、 短軸

0.6mを計る。

土Jtt S K92

調査地区の東部南側 (5,4)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0。 9m、 短軸0。 7mを

計る。上層を近世の溝に切られている。

土坑 S K93

調査地区の南部 (5, 3)区で検出された。平面形は不定楕円形である。規模は長軸1.5m以上、短軸0。 8

mを計る。南東側は調査地区外へ延びているが、単独の土坑とした。

土坑 S K94

調査地区の南部 (4, 2)区で検出された。平面形は方形である。規模は長軸0,9m、 短軸0.8mを計る。
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掘立柱建物址の掘り方と思われるが、今回は単独の上坑とした。

■ttS K95

調査地区の東部 (6, 5)区 で検出された。平面形は方形である。規模は長軸 1.Om、 短軸 0。9mを 計る。

S X10を切つている。

■JttS K 96

調査地区の東部 (6, 5)区 で検出された。平面形は方形である。規模は一辺0.8mを 計る。南東側を近

世の溝に切られている。

土坑 S K97

調査地区の東端部 (6, 5)区で検出された。平面形は楕円形と思われる。 規模は長軸0。 9m以上、短軸

0。3mを計る。南東側は調査地区外へ拡がる。

■JttS K 98

調査地区の東端部 (6, 5)区 で検出された。平面形は楕円形と思われる。規模は0.5m以上、短軸0.4m

を計る。南東側で調査地区外へ拡がる。

土坑 S K99

調査地区の東端部 (6, 5)区で検出された。平面形は楕円形と思われる。規模は0.6m以上、短軸0.45m

を計る。南東側で調査地区外へ拡がる。

清 S D55

調査地区の北東部で検出された。北西から北東方向にL字状に屈曲する溝である。規模は長さ6.lm以上、

幅0.6mを計る。北東側で調査地区外へ延びる。

溝 S D56

調査地区の西部から南東部へかけて検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ28.5m以上、

幅1.3～ 3.5m、 深さは30cmを 計る。北西側と南西側は調査地区タトヘ延びる。 S B03南側の掘り方の上層、S

K60・ 61を切っている。出土した遺物から近世以降の溝と思われる。出土遺物は土師器、須恵器、越中瀬戸

がある。図示した遺物は図面13-5003である。

溝 S D57

調査地区の南部で検出された。南西から南東方向にL字状に屈曲する溝である。規模は長さ5.4m、 幅0.5

mを計る。西側をS B02の掘り方に切られている。

溝 S D53

調査地区の南端部で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ8.2m以上、幅0.4～ 1.Omを

計る。S D59と 平行に走り、北東狽1で 1本の溝になる。北西側、南東側で調査地区外へ延びる。

溝 S D59

調査地区の南端部で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ8.5m以上、幅0.2～0.5mを

計る。S D58と 平行に走り、北東側で 1本の溝になる。南東側で調査地区外へ延びる。出土遺物は須恵器で

ある。図示した遺物は図面13-5009である。

畝状遺構 S X10

調査地区の東部で検出された。幅0。2～ 0.5mの小規模な溝が10条走る。これらは北西～南東方向に走るも

のと、北東～南西方向のものに分けられる。一部短い溝が折り重なるように交差している。これらの小規模

な溝を畝状遺構とした。
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Ⅲ 遺  物

1日 堀井地区土器類

土師器 [1] 古式土師器である。

高杯 図面 5-3001～ 3003。 高杯の脚部で、外下方に拡がるものである。30011よ 円子とが 2箇所残存してお

り、全体として 6箇所付くものと思われる。焼成前に穿孔されている。内外面とも赤彩され、調整はヘラ磨

きである。3002は 内外面ともに赤彩され、調整はヘラ磨きである。3003の調整はヘラ磨きである。

重 図面 5-3005～ 3007。 3005・ 3006は有段口縁の重の日縁部である。外面に稜が付き外上方に拡がるも
のである。3006は赤彩され、内外面の調整力所J毛目の後、ヘラ磨きである。3007は重の胴下部である。

器台 図面 5-3008・ 3009。 小型の器台である。3008は 内外面とも赤彩され、調整はヘラ磨きである。

3009は 器台の脚部で、円孔が 4箇所つき外下方に拡がるものである。

甕 図面 5-3012～ 3017。 3012～ 30141ま有段口縁の甕である。30121よ 口縁部外面に擬凹線文が付く。3015
～30171よ、「くの字」状の口縁部を持つ甕である。3015は 口端部外面が面取りされ肥厚 している。

蓋 図面 5-3010。 3011。 赤彩された小型の蓋である。30101ま外面がヘラ磨き、内面は指圧痕が見られる。
てづくね土器 図面 5-3004。 鉢形のミニチュア土器である。

土師器 [2] 古墳時代中期の土師器である。

杯 図面 5-3018～ 3021。 日端部の形状が外反するものと内湾するものがある。

甕 図面 5-3022、 図面 6-3023・ 3024。 口縁部が外反し、外上方に延びるものである。

土師器 [3] 奈良・平安時代の土師器である。

甕 図面 6-3027～ 3033。 甕の口縁部・肩部である。3027・ 3028は胴部外面の調整が刷毛目で縦に入つて

いる。3033は 回縁部を巻き込むように終わるものである。

甕底部 図面 6-3034～ 3036。 甕の底部である。

椀 図面 6-3025。 3026。 3026は 内黒の椀で、高台を貼り付けるものである。

鍋 図面 6-3037・ 3038。 鋼の口縁部・胴上部である。口端部外面に面を取り肥厚するものである。

須恵器

杯A 図面 7-3039～ 3065。 高台の付かない杯である。3髄3は内外面に漆が付着している。3M5。 3060は

内面にヘラ記号が付く。

杯B 図面 8-3066～ 3083。 高台の付 く杯である。30661よ内面にヘラ記号が付 く。30771ま底部外面にヘラ

記号が見られる。3083は 口端部が内屈して立ち上がる。

稜杯 図面 8-3084。 3085。 稜の付 く杯 (椀)である。外面に稜をなして、日縁部は外上方へやや外反し

て拡がる。底部は欠損している。

杯蓋 図面 9-3086～ 3106。 3086～ 3089は内面に身受けのかえりを持つ蓋である。3091・ 3092・ 31001よ転

用硯である。3090～ 3105は 口端部が下方に短 く折れ曲がる。3106はつまみ外面に墨書が見られる。

重 図面 9-3107・ 3108。 3107は広口壷の口縁部である。3108は直口壼の回縁部・肩郡片である。

甕 図面 8-3109,3112、 図面 9-3110・ 3111・ 3113。 3110,3111は 中型の奏の回縁部・肩部片である。

3109。 3112・ 3113は大型の甕の日縁部片である。
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2.セ ーブオン地区土器類

土師器

杯 図面10-4001～ 4003。 杯の底部片である。4002・ 4003は 内黒の杯である。

甕 図面10-4004～ 4016。 4004～40121よ甕の口縁部片である。4013～ 4016イよ甕の底部である。

鍋 図面10-4017。 鍋の口縁部である。口縁部が外反して廷び、日端部は肥厚する。

須恵器

杯A 図面11-4018～ 4032。 高台の付かない杯である。

杯B 図面11-4033～ 4046。 高台の付 く杯である。40461よ底部外面に墨書があり、「万呂」と書かれてい

る。

杯蓋 図面12-4図 7～ 4053。 4047は内面にヘラ記号が付く。

鉢 図面12-4054。 大型の鉢で、体部は直線的に延びる。

長頸瓶 図面12-4055～ 4057。 4055・ 4056は長頸瓶の肩部である。4056は肩部タト面に線刻が付 く。40571よ

長頸瓶の口縁部である。

横瓶 図面12-4058。 4059。 4058は ほぼ完形を止める。胴部外面は平行叩き目と刷毛目が付 く。内面は指

圧痕が付く。4059は横瓶の日縁部である。

平瓶 図面12-4060。 平瓶の把手と思われる。

甕 図面12-4061・ 4062。 甕の口縁部・肩部である。

3Bチ ックタック地区土器類

土師器

椀 図面13-5001。 椀の口縁部である。赤彩されている。

皿 図面13-5002～ 5005。 5002・ 5003は皿の底部で高台が付 くものである。いずれも赤彩されている。

5004・ 5005は皿の口縁部である。いずれも赤彩されている。

杯類蓋 図面13-5006・ 5007。 杯や皿類の蓋である。全体的に赤彩されている。5006は大型の杯ないし皿

の蓋になると考えられる。5007は小型の蓋である。

甕 図面13-5008。 小型の甕の口縁部・胴上部である。

須恵器

杯A 図面13-5009・ 5010。 高台の付かない杯である。

杯B 図面13-5011～ 5015。 高台の付く杯である。5015の底部外面には墨書が付 く。

杯口縁部 図面13-5017～ 5020。 杯の口縁部である。

杯蓋 図面13-5021～ 5024。 口縁部は短く下方に屈曲し、つまみは宝珠形を残しながらも偏平である。

椀 図面13-5016。 稜椀である。

壼蓋 図面13-5025。 重蓋の長い宝珠形のつまみ部である。

甕 図面13-5026～ 5028。 甕の口縁部・肩部片である。
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4H木製品

木製品として記載した遺物については、堀井地区より出土したものである。

木簡 図面14-7001～ 7005。 出土した木簡は全部で 5点である。いずれも欠損 し、 2次的に加工されてい

るが、一部文字の判読できるものである。文字の判読、釈文については奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘

調査部史料調査室の館野和己室長、山下信一郎氏、吉川聡氏、渡辺晃宏氏にご教示いただいた。

木簡 1(図面14-7001)。 長さ (152)mm、 幅28mm、 厚さ8mmを計る。

・ ×□二月六日便」

〔君【力〕

・×□□□□□□」

二月の上に文字があるが「年」、「十」か半U然 としない。「便」の意味については不明である。 柾目板を用

いている。上端については欠損し、両側面は平滑に削られている。下端は削りの後、凹んでいる。

木簡2(図面14-7002)。 長さ (142)mm、 幅20mm、 厚さ1lmmを計る。

〔米良物力〕 〔日力〕

。「 [正 三ヨ ロロ百束十□×

・「 匡   1戸 主高田国足×

「百束」は量としてかなり多い。柾目材を用いている。上端、側面は削られ、下端は欠損している。

木簡3(図面14-7003)。 長さ (118)mm、 幅17mm、 厚さ10mmを計る。

・「□□□□匠三
=コ
ロロ×

[申 力]

・「□□十□X

十の上に文字があるが「申」、「中」か不明である。柾目材を用いている。上端は荒く削られ、裏面は一部

面取りしてある。両面の下半分は削られ、2次調整されている。偵J面は割った後未調整である。

木簡4(図面14-7004)。 長さ (66)mm、 幅 (8)mm、 厚さ7mmを計る。

[申 力]

×□□□×

裏面は墨痕などを確認できない。一番下は「申」の可能性が高い。柾目材を用いている。上端は削られ、

下端は欠損している。両側面は2次的に削られている。

木簡5(図面14-7005)。 長さ (112)mm、 幅 (14)mm、 厚さ10mmを計る。

□ | □ | ×

十 □

字は片面のみに書かれている。字を区切る刻界が見られ、針などの鋭いもので引かれている。板状の木簡

を横方向に害Jり 、 2次的に加工し、細長い板材にしている。板目材を用いている。上面、下面は割つた後未

調整のままである。左端部は削り尖らせ、右側は欠損している。

木簡形木製品 図面14-7006～ 7008。 付け札状に上部に狭りが入るが文字が確認できないものである。

人形 図面15-7009～ 7019。 木製の人形である。頂部を圭頭状に整えており、肩の表現が撫で肩、怒り肩

の 2種類が見られる。7009は片面に日、鼻、日、眉が表記されている。7013は 赤外線像で片面に目が表記さ

れていることを確認した。7019は板目材を用い、これ以外は全て柾目材である。

妻」
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鳥形 図面16-7020。 ほぼ完形品で長さ24.4cm、 幅4.5cm、 厚さ0,9cmを計る。板目材を用いている。

馬形 図面16-7021～ 7023。 7021は 中央部で 2つ に折れているが全体形を止める。柾目材を用いている。

7022は 尾部片で、柾目材を用いている。7023は 胴部片で頭部・尻部が欠損している。板目材を用いている。

舟形 図面16-7024。 上面は水平で掘り窪めていない。断面形は逆台形である。 3つ に害Jれており、尾部

が欠損している。柾目材を用いている。

琴柱形 図面16-7025'7026。 山形、台形の板材の頂部・底部に決 りを入れて整形している。

刀子形 図面16-7027・ 7028。 いずれも欠損しているが刀身・柄を表現している。

斎串 図面17-7029～ 7038。 斎串の上部・下部片である。7029は 木口を圭頭状にし、左右に切れこみが入

る。下部は欠損している。

横櫛 図面17-7039。 背は水平で、肩は角張っている。歯の密度は 3 cmにつき13本である。表面は平滑に

磨かれている。右半分と挽歯の歯先が久損している。柾目材を用いている。

針 図面17-7040～ 7042。 断面形が円形で、先を尖らせた棒状の木製品を針とした。

曲物 図面18-7髄 3～ 7054。 曲物の底板である。7043～ 7048に は周縁部に木釘孔が見られる。

火鑽板 図面19-7055～ 7057。 割材の側面に縦に溝を彫 り、溝に接 して窪 (臼部)を作るものである。

火鑽杵 図面19-7058～ 7063。 棒の周囲を細かく面取りし断面形は円形に整えている。7059'7062,7063

は先端に焦げ目がある。

物差 図面20-7064。 ばらつきがあるが両面に約五分 (1.5cm)間 隔で日盛りを墨書する。

刻み目 図面20-7065～ 7070。 板材や棒の側面に溝が亥Uま れているものである。70691ま上の木口がつまみ

状に削られている。7067は全体に焦げ目が見られる。

楔 図面20-7071'7072。 板材の木口が両面より斜めに削られ、斧頭状になるものを楔とした。

棒状品 図面21-70路 ～7082。 上端部・側面を面取りし、下端を削って尖らせた棒状の木製品である。

箸 図面22-7083～ 7086。 箸状の木製品の断片である。偵1面を面取 りし九く仕上げている。

細部材 図面22-7087～ 7093。 加工痕のある板状・棒状の木製品のうち、比較的細いものを細部材とした。

部材 図面23-7094～ 7099。 加工痕のある板状・棒状の木製品のうち、比較的大型のものである。

5日 その他の遺物

土製品

土錘 図面24-8002～ 8005。 8002は 堀井地区出土のものである。8003・ 8004は セーブオン地区出土のもの

である。8005は チックタック地区出土のものである。いずれも土師質である。

石製品

砥石 図面24-8009～ 8011。 80091ま堀井地区出上のものである。8010・ 801Hよ セーブオン地区出土のもの

である。

管玉 図面24-8012。 セーブオン地区出土のものである。鉄石英製の管玉で実大で図示した。完存品で、

穿子と途中の未製品である。大きさは径3.5mm、 長さ3,7cm、 孔径3.Ommである。

磨製石斧 図面24-8013。 セーブオン地区出土のものである。磨製石斧の刃部である。縄文時代のもので、

石材は常願寺川流域の硬質砂岩である。実大で図示した。

-44 -―



No 呑号 図面 図 版 種 別 細  別 備 考

１

２

３

４

５

６

７

饂

０９

・０

■

‐２

・３

４

５

６

７

８

９

０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

１

１

１

１

１

１

２

7001

7002

7003

7004

7005

7006

7007

7008

7009

7010

7011

7012

7013

7014

7015

7016

7017

7018

7019

7020

7021

7022

7023

7024

7025

7026

7027

7028

7029

7030

7031

7032

7033

14

14

14

14

14

14

14

14

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

16

16

16

16

16

16

16

16

16

17

17

17

17

17

36

36

36

36

36

36

36

36

37-1

37-1

37-1

37-1

37--1

37-1

37-1

37-1

37-1

37-1

37-1

38--1

38-1

38--1

38--1

38--2

38--2

38--2

37-2

37-2

39--1

39--1

39-1

39--1

39--1

木簡

木簡

木簡

木簡

木簡

木簡

木簡

木簡

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

木簡

木簡

木簡

木簡

木簡

木簡形

木簡形

木簡形

人形

人形

人形

人形

人形

人形

人形

人形

人形

人形

人形

鳥形

馬形

馬形

馬形

舟形

琴柱形

琴柱形

刀子形

刀子形

斎串

斎串

斎串

斎串

斎串

片面に「二月六日便」と記す。

片面に「戸主高田国足」と記す。

両面に墨書、「十」の文字あり。

片面に墨書、判読できず。

片面に「到」「十」の文字あり。

片面に目、鼻、口、眉を記す。

手の部分が分離している。

片面に目を記す。

2つ に分害Jしている。

3つ に分割している。

第 1表 東木津遺跡堀井地区木製品一覧 [1]
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No 番号 図面 図 版 種  別 細  別 考備

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５‐

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

６３

６４

６５

６６

7034

7035

7036

7037

7038

7039

7040

7041

7042

7043

7044

7045

7046

7047

7048

7049

7050

7051

7052

7053

7054

7055

7056

7057

7058

7059

7060

7061

7062

7063

7064

7065

7066

17

17

17

17

17

17

17

17

17

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

19

19

19

19

19

19

19

19

19

20

20

20

39--1

39--1

39--1

39-1

39--1

39--2

39-2

39--2

39--2

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

41

41

41

41

41

41

41

41

41

42--2

42--1

42--1

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

祭祀用品

服飾具

服飾具

服飾具

服飾具

容器

容器

容器

容器

容器

容器

容器

容器

容器

容器

容器

容器

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

斎串

斎串

斎串

斎串

斎串

横櫛

針

針

針

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

火鑽板

火鑽板

火鑽板

火鑽杵

火鑽杵

火鑽杵

火鑽杵

火鑽杵

火鑽杵

物差

刻み目

刻み目

底板、木釘孔あり。

底板、本釘孔あり。

底板、木釘孔あり。

底板、木釘孔あり。

底板、木釘孔あり。

底板、木釘孔あり。

底板。

底板。

底板。

底板、周縁の一部が焦げている。

底板。

底板。

一端が不内状の突起となり、部材の2次利用 ?

両面に墨書目盛り (5分間隔)

刻み目のある木製品。

刻み目のある木製品。

第 2表 東木津遺跡堀井地区木製品一覧 [2]
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No 番号 図面 図 版 種 別 細  別 備 考

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

7067

7068

7069

7070

7071

7072

7073

7074

7075

7076

7077

7078

7079

7080

7081

7082

7083

7084

7085

7086

7087

7088

7089

7090

7091

7092

7093

7094

7095

7096

7097

7098

7099

20

20

20

20

20

20

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

23

23

23

23

23

23

42--1

42--1

42--1

42--1

42--2

42--2

43

43

43

43

43

43

43

43

43

43

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

45

45

45

45

45

45

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

雑具

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

郡材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

刻み目

刻み目

刻み目

刻み目

楔

楔

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

棒状品

箸

箸

箸

箸

細菩b材

率田菩Ьわ:

細音Ь材

細音Ь材

細菩Ь材

細菩Ь材

細部材

部材

部材

部材

部材

部材

部材

刻み目のある木製品、

刻み目のある木製品。

刻み目のある木製品。

刻み目のある木製品。

約半分焦げている。

全体的に焦げている。

両端とも焦げている。

一端が尖る。

両端がホ内状となり、ここに/1ヽ子しが付く。

柚穴が付く。

柚穴が付く。

本内クくがイ寸く。

把手状のものが付 く。

円子とが穿たれている。

柚状の突起と、ここに河▼とが付 く。

第 3表 東木津遺跡堀井地区木製品一覧 [3]



Ⅳ 結 五
田

東木津遺跡は、従来、奈良 。平安時代を中心とする遺跡として知られてきた。平成10年度の資材置場建設

に伴う月安地区の試掘調査、主要地方道下伏間江福田線の建設に伴う者Б市計画道路地区の発掘調査により、

古代を中心に周辺の様相が明らかにされつつある。

堀井地区の調査

今回の調査で 5箇所の試掘坑を設定した結果、第 3ト レンチでは微高地から落ち込む凹地 S X06の拡がり

を確認した。また、溝 2条 を検出した。時期は出土遺物から奈良・平安時代のものと思われる。 S X06か ら

は奈良・平安時代の土器類、本製品が多量に出土している。木製品の中には木簡や人形、舟形、琴柱形、斎

串等の祭祀具が見られる。昨年の調査地区でも多数出土し、今回の調査地区周辺でも見られることから、こ

れらは祭祀に使用され広範囲に廃棄されたものと思われる。木簡については、 2次的な加工がなされ再使用

されたものが多いことから、文書を繰り返し使用する官衛的な性格が想定される。

このほか、古式土師器から古墳時代中期の土器も出土しており、この時期の遺物も遺跡周辺に広範囲に分

布していると思われる。今回は試掘調査のため検出した範囲は限られているが、北東側における遺跡範囲は

今回の調査地区周辺と思われる。

セーブオン地区の調査

今回の調査では調査地区中央部に浅い落ち込みがあり、周辺に溝と畝状遺構を検出した。この落ち込みは

南西側の丹羽地区 (平成 9年度調査)で も検出され、当調査地区から南西方向に向かって深 くなっている。

溝は落ち込みの上層の S D10・ 52と 、下層の落ち込みに沿うものと2種類ある。周囲の畝状遺構は下層の溝

を切つていることから、上層の溝と時期的に近いと思われる。丹羽地区、チックタック地区では南北方向に

走る小溝が検出されており、同様の性格を持つ遺構と考えられる。遺物は包含層と落ち込みから多数出土し、

奈良・平安時代の土器類がほとんどを占める。中には「万昌」と人名の書かれた墨書土器が見られる。また、

古墳時代のものと思われる管王 1点が出土した。丹羽地区でも古墳時代の倣梨鏡が出土しており、周辺に古

墳時代の遺構が存在していた可能性が考えられる。

チックタック地区の調査

調査地区は、昨年度の都市計画道路地区の南側に隣接している。都市計画道路地区では掘立柱建物址が多

数検出され、関連する施設が存在することが予想された。今回、遺構は、掘立柱建物址 5棟、柵址、多数の

土坑、溝を検出した。掘立柱建物l■、柵l■は主に棟方向を北西～南東方向にとり、一定の規格性を持って建

てられている。 S B02・ 03では柱根、礎板が残る掘 り方も見られ、比較的遺存状態は良好であった。泉ケ丘

団地寄りでも1棟検出され、南側にも集落が拡がる可能性が高まった。遺構の時期については、完掘してい

ないが、奈良・平安時代に推定している。出土遺物は、西側のセーブオン地区より少ないが、奈良・平安時

代のものが多い。特に、赤彩土師器が他の調査地区に比べてまとまって出土している。弥生～古墳時代、中

世の遺物は見られなかった。

これらの調査結果により、奈良・平安時代を中心とする集落遺跡の規模が下伏間江福田線周辺より南北ヘ

さらに拡がる可能性が高まった。木簡や祭祀に伴う遺物も多く、集落遺跡として官衛的な性格を持つことと

思われる。
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4.入定塚遺跡

性 ~¬げ ~可~~T~~T― ―畢
m   再

至斌端

第23図 入定塚遺跡位置図 [1](1/15万 )
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入定塚遺跡、目次

I 序  説 ……………………………………… 51

Ⅱ 遺  構 ……………………………………… 53

1.吉田地区 …………………………………… 53

2.参道地区 …………………………………… 53

関連調査地区 …………………………………

結  語 ………………………………………

５

　

　

　

　

　

６

５

　

　

　

　

　

５

Ⅲ

　

　

　

Ⅳ

第24図 入定塚遺跡位置図 [2](1/5万 )
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序

遺跡概徹

当「入定塚遺跡」は、高岡市街地の東側、 JR高岡駅の北東約1.8kmに位置する。古城公園 (高岡城跡)の

北東側に位置する。遺跡の北西側を」R氷見線が走る。遺隊範囲は県立高岡高校グラウンドの一部も含まれ

ている。このグラウンドの北西隅の一角は、古くから塚状の高まりがあり、この周辺を地元では昔から「ポ

ンポン山」と称してきた。この塚については様々な伝承が知られる。現在は宅地化が進み、富山県高岡文化

ホールや高岡市民病院に囲まれる住宅地となっている。標高 9～ 10mを計る高岡台地の北東側縁辺部にあた

る。遺跡の位置する古定塚町の地名はこの入定塚に由来するものである。

周辺にはこの遺跡と重複する古定塚遺跡があり、旧石器が採集されている。南西偵1の高岡台地上には中川

遺跡、小竹藪遺跡があり、古くから縄文時代の遺跡として周知されている。平成 7年度には大手口遺跡が確

認され、縄文土器が採集されている。また、近世に入り、慶長14(1609)年 には前田利長により高岡城が築

城された。明治時代以降公園化され、古城公園として整備されている。高岡城跡である。

ち讚 Ｎ

加

‐―

ホ

＋

―

―

一穿
湯
Ｍ

形舘
〉多/

篭
草g

「イユ■
=

第25図 入定塚遺跡調査地区位置図 (1/5,000)
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調査に至る経緯

平成10年度夏頃に、地主の吉田氏より問い合わせがあり、当該地の住宅建設計画を知った。またこれとは

別に、入定塚の北側にある墓地へ至る参道を整備することが地元自治会で計画されていた。調査地区周辺で

は、平成 6年度に隣接地で行つた試掘調査で中・近世の遺構、遺物が確認されている。両地区とも遺跡範囲

内にあることが確実であることから、施主の吉田静示氏、並びに地元自治会と協議し、調査を実施すること

となった。住宅建設予定地を吉田地区とし、参道建設予定地を参道地区とした。調査地区は、県立高岡高校

の北側、」R氷見線古定塚踏切の南東側に位置する。

今回の調査報告に関連して、平成 6年度に実施した佐藤地区の調査概要について記載した。当該地におけ

る店舗付き住宅建設に伴い、施主の佐藤賢了氏と協議、承諸を得て平成 6年 11月 に試掘調査を実施した。調

査地区は吉田地区の南東側に隣接する所である。なお、建設工事にあたっては、遺構部分にかからないよう

に配慮していただいた。また、公共座標は設定せず、任意の測量である。

調査経過

発掘調査は、全体として平成11年 7月 21日 から同年 9月 27日 まで実施した。表土除去はバックフォーによ

つて行い、調査地区内に積み上げた。その後、遺構の検出、記録の作成を順次行なった。全体の調査対象面

積は993ポで、発掘面積は79ポである。

吉田地区 ;発掘調査は平成11年 7月 21日 から同年 9月 27日 まで実施した。掘削した土砂が多量で、排土地

の場所確保のため調査地区は小規模なものとなった。調査中は湧き水が絶えず排水に手間取つた。調査対象

面積は943ポで、発掘面積は60♂である。

参道地区 ;発掘調査は平成11年 8月 2日 から同年 9月 20日 まで実施した。調査地区は北側部分を先に設定

し、後に南恨1部分を拡張した。北側部分を北側調査地区とし、南偵1の拡張部分を南側調査地区とした。調査

対象面積は50ドで、発掘面積は19ポである。

基本層序

調査地区内は樹木が植栽され、厚さ 1伍前後の盛土が行われていた。その下層に塵芥を多く含む厚さ20～

40cmの 暗灰色土と地山土との混土層が現れる。さらに厚さ約40cmの黒褐色土からなる遺物包含層が堆積して

いた。地山土は黄褐色砂質土である。

検出遺構

各調査地区で検出した遺構は以下の通りである。

吉田地区 :溝 2条 (S D02・ 03)

参道地区 :土坑 2基 (S K03・ 04)、 溝 3条 (S D04～ 06)

平成 6年度に実施した調査 (佐藤地区)で、土坑 2基 (S K01,02)と 溝 1条 (S D01)を検出してお

り、その連番とした。

出土遺物

出土遺物は以下の通りである。遺物については、いずれも細片のため図示していない。

土器類 :弥生土器、須恵器、肥前

グリッド

調査地区のグリッドは平面直角座標系の第 7座標系 (原点は北緯35° 00′ 00″ 、東経137° 10/00〃 )に

合わせた。X=1、 Y=1の地点は、原点より西へ12.045km、 北へ83.265kmの位置である。遺構図のグリッ

ドは5m区画である。
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Ⅱ 遺  構

1日 吉田地区

溝 S D02

調査地区の南西側で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ7.65m以上、幅1,1～ 1,3m、

深さ89clnを計る。土層断面は逆台形を呈する。断面を観察すると2回に渡り掘られており、V字形に掘られ

た後一旦埋まり、U字形に掘 り直されている。北西側、南東側は調査地区外へ延びる。北西側の参道地区で

は、調査地区を拡張したところ、同じ規模の溝は検出できなかった。遺構覆土から時期を中 。近世と想定し

た。出土遺物は弥生土器である。

清 S D03

調査地区の西側隅部で検出された。北北東～南南西に走る溝である。規模は長さ1.4m以上、幅0.4m、 深

さ21cmを 計る。北側で S D02に切られている。南側は調査地区外へ延びる。遺構覆土はS D02下層土と同じ

くするため、ほぼ同時期に存在した遺構と推定する。

2日 参道地区

土坑 S K03

北側調査区の北側 (2, 8)区で検出された。平面形は方形である。規模は長軸 1.lm、 短軸0.8m、 深さ

22cmを 計る。 SD髄の上層を切つている。

土坑 S K04

南側調査区の南側 (1, 5)区で検出された。平面形は楕円形である。規模は長軸0.52m、 短軸0.3m、 深

さ4.8cmを計る。遺構覆土中に礫が集中して検出されている。

溝 S D04

北側調査区の北側で検出された。ほぼ東西方向に走る溝と思われる。規模は長さ1.6m以上、幅 0。 2～ 0.3m、

深さ25.5cmを 計る。東側、西側は調査地区外へ延びる。中央部上層をS K03に切られている。

清 S D05

北側調査区の中央南側で検出された。ほぼ東西方向に走る溝と思われる。規模は長さ1,9m以上、幅0,15～

0.3m、 深さ18cmを計る。東側、西側は調査地区外へ延びる。

浮ξS D06

北側調査区の南側で検出された。ほぼ東西方向に走る溝と思われる。規模は長さ1.5m以上、幅0.3～ 0.5m、

深さ28c14を計る。東側、西側は調査地区外へ延びる。
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326剛 入定塀遺跡吉田・ 参道地区遺構団 (1/2∞ )
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関連調査地区

はじめに

平成 6年度に入定塚遺跡の「佐藤地区」の試掘調査を実施した。これは個人の店舗付住宅の建設に伴うも

のである。今回報告の「吉田地区」の南東側に隣接する敷地である。関連する地区であるが今まで未報告で

あったので、ここで報告する。

調査地区の概要

所在地 :高岡市古定塚86-3、  対象面積 :456ポ

調査期間 :平成 6年 11月 7日 ～同年11月 9日 、 調査原因 :店舗付き住宅建設

調査概要

調査面積 :58ポ

検出遺構 :土坑 2基 (S K01・ 02)、 溝 1条 (S D01)、 ピット多数、埋没谷

出土遺物 :土師器、瀬戸美濃

調査結果

調査地区のほぼ中央を境にして、西側が台地の方へ向かい高 くなり、東側は低地部分となっている。遺構

は西側で確認された。出土遺物は中世末～近世頃であり、近世の塚 とされる「入定塚」との関連が想定され

る。

埋没谷
第 2ト レンチ

0                5                1om

第27図 入定塚遺跡佐藤地区遺構図 (1/200)
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Ⅳ 結  語

当「入定塚遺跡」は、中・近世の塚を中心とする遺跡である。高岡台地の北東部の台地縁辺部上にあたる。

この台地の下はかつて低湿地が拡がつており、今回の調査地区は低湿地へ落ち込む台地縁辺部にあたる。

この塚には、様々な説が伝わっており、地元では古い伝承のある場所として知られている。『越の下車』

『加能越三州地理志稿』『越中志徴』『北陸人類学會志』には、塚に関連する記事が見られる。

1.『加能越三州地理志稿』

富田景周 (1745～ 1828)者、津田鳳卿 (1778～ 1847)補、天保元年(18301成立

「入定塚 在中川村領。墳園三十間計。相偉。昔時行者入定之地。」

2.『越の下草』

宮永正逗 (1774～ 1781)著、天明6年 (1876)成立

「一 越中射水郡高岡ノ西北に定塚村といふ所有。中川村ノ隣村ノよし。此所に明應の頃、華雲

寺といふ日蓮寺あり。此寺の住僧利長法師、行法厳重にして、生きながら入定しける。其跡一本

松と号して今に残れるよし。」                       マ

3.『越中志徴』

森田柿園 (1886～ 1909)編、明治18～ 30年頃成立、昭和26年 (1951)刊行

「或云、いにしへ此地邊に利長坊といへる行者ありて、常に善事をなし、此世に再生せば領主と

成て、思ふままに善事をすべしと遺言して没せり。定塚は則利長坊の古墳なりと。」

「賓永誌に、中川村領内入定塚と申塚有之候。塚の廻り三拾間計、高さ重間計の塚にて御座候。

昔行人被致入定候由申偉候。按ずるに、いにしへ僧侶或は行者の生ながら土中に入て自滅せし塚

とて、入定塚と縛するもの加越能に多し。」

4.『北陸人類学曾志 第1編』

田中正太郎著「同郡定塚村の古墳J(1896)

「高岡市公園は城l■なり、其北麓を定塚村といふ、姦に一個の小高き庭あり、頂上側面等に狐狸

の出入せしと思ほしき小子し敷ケ所あり、是内部の空虚を示すものにして疑もなく古墳なりとす、

土人ハリチヨウ塚といふ、」

これらの史料を見ると、少なくとも近世後半にはこの塚の存在や入定塚に関連する伝承が広く知られてい

たと思われる。また、明治期には塚の一部が開口していた様子が伺われる。

平成 6年度には、今回の調査地区の南西側で試掘調査を実施し、中・近世の遺構、遺物を検出した。南東

側は落ち込みとなっており低湿地であった旧地形の一端を確認した。塚以外に遺構、遺物が検出されたこと

で、遺跡の内容、範囲が再認識された。

平成 7年度には当市教育委員会により遺跡分布調査が実施され、遺跡範囲、内容の確認と総括がなされた。

今回の調査では、台地に沿った形で掘られた溝S D02が検出された。確認した範囲では全体の規模は不明

である。その他の小規模な遺構を含めて出土遺物等からおおむね中世から近世にかかる遺構と思われる。

遺物は、中世末から近世初頭の遺物がみられる。また、中には弥生土器と思われるものがあり、周辺にこ

の時期の遺構、遺物が存在する可能性がある。

今回の調査でも、台地縁辺部において中。近世の遺構、遺物を検出し、塚との関連が想定される。
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5.試掘調査地区

試掘調査地区、日次
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第28図 試掘調査地区関連遺跡位置図 (1/7万 5千 )
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I 伊勢領遺跡山田地区

遺跡概観

当「伊勢領遺跡」は、高岡市街地の北8.5km、 JR高岡駅の北狽1約 9.lkmに位置する。

基本層序

厚さ20cmの表土 (耕作土)の下に、厚さ10cmの褐色砂層があり、その下層に責褐色砂層が現れ、一部、小

礫が含まれる。地山は褐色砂、青灰色砂で、硬くしまっている。

調査概要

所在地 :高岡市大田中村420、  対象面積 :137ポ 、 発掘面積 :4ポ

調査期間 :平成11年 4月 21日 、 調査原因 :住宅建設

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は土師器が出土している。
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第29図 伊勢領遺跡山田地区位置図 (1/5,000)
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護町遺跡大角地区

遺跡概観

当「守護町遺跡」は、高岡市街地の北郊、 JR高岡駅の北約 3 kmに位置する。遺跡の南側を小矢部川が蛇

行しながら北東方向へ流れ、北側一帯には西山丘陵が拡がる。この小矢部川と千保川との交流点に位置する。

基本層序

厚さ約50cmの盛土 (耕作土)の下層に、厚さ約10cmの 暗灰土粘質土の層がある。その下層が基盤層 とな

る。

調査概要

所在地 :高岡市守護町 2丁 目252、  対象面積 :281♂、 発掘面積 :10ポ

調査期間 :平成11年 5月 17日 、 調査原因 :個人住宅の建設

調査結果

遺構は検出されず、遺物も出土 しなかった。

第30図 守護町遺跡大角地区位置図 (1/5,000)
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Ⅲ HS-02遺 跡小沢 1・ 2地区

遺跡概観

当「HS-02遺跡」は、高岡市街地の南側、 JR高岡駅の南約1.5kmに位置する。

基本層序

厚さ20cm前後の表土下に、厚さ20cmの 明褐色砂質土と、厚さ20cmの 黒褐色腐植土層を経て、基盤層に至

る。

調査概要

1.小沢 1地区

2.小沢 2地区

調査結果

遺構は検出されず、遺物も出土 しなかった。

第31図  HS-02遺 跡珂ヽ沢 1・ 2地区位置図 (1/5,000)

所在地 :高岡市下伏間江576、

調査期間 :平成11年 6月 28日 、

所在地 :高 岡市下伏間江580、

調査期間 :平成11年 6月 28日 、

対象面積 :871ポ 、 発掘面積 :18ポ

調査原因 :店舗建設

対象面積 :400ポ 、 発掘面積 :9♂

調査原因 :駐車場建設
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Ⅳ 岩坪岡田島遺跡林地区

遺跡概観

当「岩坪岡田島遺跡」は、高岡市街地の北西郊、JR高岡駅の北西約4.6kmに 位置する。遺跡の西狽Jを小矢

部川が蛇行しながら北流し、北側から西側一帯には西山丘陵が拡がる。遺跡周辺は古代の東大寺領荘園「須

加荘」の 1つ に比定されている。

基本層序

厚さ約50cmの 盛土 (耕作土)の下層に、厚さ約 lmの暗灰色粘質土の層がある。その下層が基盤層となる。

調査概要

所在地 :高岡市国吉1335、  対象面積 :880ポ、 発掘面積 :10♂

調査期間 :平成11年 7月 6日 、 調査原因 :個人住宅の建設

調査結果

遺構は検出されず、遺物も出土しなかった。
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第32図 岩坪岡田島遺跡林地区位置図 (1/5,000)
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V 越中国府関連遺跡日本重化学地区

遺跡概観

当「越中国府関連遺跡」は、高岡市街地の北東側、伏木台地一帯に位置する。調査地区内では昭和6年の

道路工事の際、経筒、遺物が出土し、経塚 (白山経塚)が確認されている。出土品は、昭和36年 に市指定考

古資料となっている。

基本層序

旧社宅地内は赤褐色粘質土の基盤層が露出し、周辺では厚さ10～20cmの 表土が乗る。

調査概要

所在地 :高岡市伏木古府元町476、

調査期間 :平成11年 9月 13日 ～16日 、

調査結果

対象面積 :6,954ポ、 発掘面積 :294ポ

調査原因 :住宅団地建設

遺構は検出されなかった。遺物は須恵器が出土 している。
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第33図 越中国府関連遺跡日本重化学地区位置図 (1/5,000)
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Ⅵ 本保遺跡中島地区

遺跡概観

当「本保遺跡」は、高岡市街地南西郊の5。9km、 JR高岡駅の南西約 6 kmに位置する。

基本層序

厚さ20cmの表土 (耕作土)の下に、厚さ20～ 40cmの地山土と黒褐色土との混土層があり、区画整理の整地

層と思われる。その下層に黄褐色砂質土の基盤層が現れる。一部、旧河道と思われる砂礫層を検出している。

調査概要

所在地 :高岡市本保467-2、  対象面積 :499ポ 、 発掘面積 :60♂

調査期間 :平成11年 11月 5日 、 調査原因 :住宅建設

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は弥生土器、土師器、須恵器、青磁が出土している。
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第34図 本保遺跡中島地区位置図 (1/5,000)
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Ⅶ 石塚江之戸遺跡リーフイー地区

遺跡概観

当「石塚江之戸遺跡」は、高岡市街地の南西郊、 JR高 岡駅の西南西約3.4kmに 位置する。遺跡の西狽Jを祖

父川が蛇行 しながら北流 し、国道 8号線が北東～南西方向に走る。遺跡北側を都市計画道路下伏間江福田線

が走る。遺跡範囲は、南北150m×東西125mを計る。

基本層序

厚さ約20cmの 表土の下に、厚さ10～ 30cmの 黒褐色粘質土層がある。その下に黄褐色粘質土、青灰色砂質土

の地山土がある。谷部は黒褐色土の下層に、赤褐色土乃至暗灰色土が堆積している。全体的に暗灰色土層か

らは中世の遺物が出土 している。調査地区の東側は表上の下に地山層が現れる。

調査概要

所在地 :高岡市上北島205他、 対象面積 :6,273ポ 、 発掘面積 :684〆

調査期間 :平成11年 11月 10日 ～同年12月 9日 、 調査原因 :店舗建設
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第35図 石塚江之戸遺跡リーフィー地区位置図 (1/5,000)
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検出遺構

土坑、溝、埋没谷 (中世)が検出された。

出土遺物

土師器、珠洲、人尾、瀬戸、越中瀬戸、肥前が出土 している。今回は遺物が多数出土したため、図面 1-

6001～ 60081こ 図示 した。

土師器

皿 図面 1-6001・ 6002。 非ロクロ調整の小皿である。

珠沙H

鉢  図面 1-6003～ 6005。 60031よ 口縁部、60041ま 体菩b、 60051よ 底部である。6004・ 6005は オロシロが付

く。

甕 図面 1-6006・ 6007。 甕の日縁部である。

瀬戸美濃

皿 図面 1-6008。 オロシ皿の底部である。

調査結果

調査地区東側では地山層が少し高 くなっており、西側では南北に伸びる谷地形へ緩やかに落ち込む地形と

なっている。遺構は調査地区全域で検出された。遺物は珠洲等の中世の遺物が多く出土 している。

第36図 石塚江之戸遺跡リーフィー地区遺構図 (1/800)

/
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No 遺   跡   名 調 査 地 区 名 地  呑 ・住  所 対象面幕 佑掘面雅 調 査 期 間

ユ 出 来 田 南 遺 跡 大和ハウス地区 高岡市出来田135 1,166Dド 270n了 990421-990423

９
， 伊 勢 領 遺 跡 山田地区 高岡市太田中村420 137nド 4♂ 990421-990421

Ｏ
υ 岩坪 岡田 島遺跡 釜土地区 高岡市国吉2002他 1,037狙ご 330nご 990510～990714

4 岩坪 岡 田島遺跡 山口地区 高岡市国吉2005他 917ポ 310♂ 990511-990709

5 岩坪 岡 田島遺跡 岡崎 1地区 高岡市国吉1887他 736Dド 400Dご 990513-990716

6 守 護 町 遺 跡 大角地区 高岡市守護町2-252 281nド 10♂ 990517^ヤ 990517

7 岩坪 岡田 島遺跡 岡元地区 高岡市国吉1880-2 1,002nご 380Bご 990518^-990719

8 岩坪 岡 田島遺跡 岡崎 2地区 高岡市国吉1879-2 394nド 200nド 990518^ヤ 990719

9 東 木 津 遺 跡 堀井地区 高岡市木津1084 2,036D『 270Bご 990625^ψ 990820

10 HS-02遺 跡 小沢 1地区 高岡市下伏間江576 871nド 18ポ 990628⌒-990628

HS-02遺 跡 小沢 2地区 高岡市下伏間江580 400コド ２
ｍ 990628～ 990628

９

μ 岩坪 岡 田島遺跡 林地区 高岡市国吉1335 880Bざ 10ポ 990706-990706

つ
υ 入 定 塚 遺 跡 吉田地区 高岡市中川園町88-1 943Bド 60nド 990721-990927

14 入 定 塚 遺 跡 蓼道地区 高岡市中川園町92-2 50コド 19ぽ 990802-990920

15 越中国府関連遺跡 日本重化学地区 高岡市伏木古府元町476 6,954nド 294nド 990913-990916

16 東 木 津 遺 跡 セーブオン地区 高岡市佐野871-1 496.4nド 410ぽ 991025-991228

ワ
‘ 東 木 津 遺 跡 チックタック地区 高岡市佐野885-4 1,322コご 676nド 991026-991228

18 本 保 遺 跡 中島地区 高岡市本保467-2 499コご 60n『 991105-991105

19 石塚 江 之 戸 遺 跡 リーフイー地区 高岡市上北島205他 6,273oド 684nド 991110^-991209

第 4表 調査地区一覧表
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ふ り が な しないいせきちょうさがいほうじゅう

圭 名 市内遺跡調査概報 X

副  書  名 平成11年度、出来田南遺跡の調査他

巻 次

シ リ ー ズ 名 高岡市埋蔵文化財調査概報

シリーズ番号 第45冊

編 著 者 名 荒井隆

編 集 機 関 高岡市教育委員会

所  在  地 〒933-0057 富山県高岡市広小路 7番 50号

発 行 年 月 日 西暦 2000年 3月 31日

な

跡

が

遺

り

収
ふ

所
所  在  地

コ   ー   ド 】ヒ  糸専 東 経
調査期間 調査面積 調 査 原 因

市町村 遺跡番号

出来田南

大和ハウス地区

富山県高岡市

出来田

016202 202139

６

３

４

つ
０
　
刀
■
　
つ
じ

137°

02′

00″

1999,04.21
∫

1999,04.23
270nF 住 宅 建 設

岩坪岡田島遺跡

各調査地区

富山県高岡市

岩坪

016202 202233

36°

45′

32″

136°

58′

42″

1999。 05。 10
∫

1999.07.19
1,620n『 住 宅 建 設

東木津遺跡

各調査地区

富山県高岡市

・
津
き
木

016202 202150

36°

43′

36″

136°

59′

42〃

1999.06.25
∫

1999.12.28
1,356』ド

資 材 置 場

店 舗 建 設

入定塚遺跡

吉田・参道地区

富山県高岡市

中川園町

016202 202133

36°

45′

02″

つ
０

　

（
）

　

Ｆ
υ

1999.07.21

∫
1999.09.27

79nF
住 宅 建 設

道 路 建 設

その他の地区 富山県高岡市内 016202
1999,04.21

∫
1999.12.09

1,089幻ド 住宅建設他

所 収 遺 跡 名 種 】U 主 な 時 代 主  な 遺  構 主 な 遺 物 特 事 項

出来田遺跡

大和ハウス地区
集落跡

奈良・平安 掘立柱建物l■ 1棟

溝 7条

土師器、須恵器 掘立柱建物l■の検出

岩坪岡田島遺跡

各調査地区
集落跡

中世 井戸l■ 2基

溝14条、土坑16基

土師器、珠洲

東木津遺跡

各調査地区
集落跡

古墳・奈良

平安

掘立柱建物l■ 5棟

柵址 2条

土坑58基、溝16条

畝状遺構 4基

土師器、須恵器

木簡、人形等の

木製品

掘立柱建物址群の検出

入定塚遺跡

吉田・参道地区
塚

中世 近世 溝 5条、土坑 2基 肥前

その他の遺跡 ※試掘調査地区

報 告 書 抄 録
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